
令和５年１１月２４日

文化審議会の答申（登録有形文化財（建造物）の登録）

１．今回答申された登録有形文化財（建造物）の概要 

新規登録 累 計 

登 録 件 数 ２９０ １４，０３５ 

関係都道府県数 ３８ ４７ 

関係市町村(区)数 ９３ １，０１７ 

○時 代 別 （件） 

江戸以前 明 治 大 正 

昭 和 

計 
前期 

(S元～

S20) 

中期 

(S21～

S40) 

後期 

(S41～

S64) 

新規登録 ５８ ８０ ５９ ４２ ４５ ６ ２９０ 

累 計 ２，５１８ ４，４１７ ２，８４８ ３，５７４ ６２３ ５５ １４，０３５ 

○種 別 （件） 

産 業 

交通 
官公 

庁舎 
学校 

生活 

関連 

文化 

福祉 
住宅 宗教 

治山 

治水 
他 計 

1次 2次 3次 

新 規 4 24 39 7 2 15 0 13 126 59 1 0 290 

累 計 128 1,461 1,748 525 247 449 334 490 6,300 2,042 224 87 14,035 

（件） 

建 築 物 土木構造物 その他の工作物 計 

新規登録 ２３８ ５ ４７ ２９０ 

累 計 １１，１６４ ６７２ ２，１９９ １４，０３５ 

文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）は、令和５年１１月２４日（金）に開催され

た同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、新たに２９０件の建造物を登

録するよう文部科学大臣に答申しました。 

この結果、官報告示を経て、登録有形文化財（建造物）は１４，０３５件

となる予定です。 
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提供：宗教法人 4 天王寺 

今回の答申における主なもの 

① 北海道で唯一の白井
し ら い

晟一
せいいち

設計の作品 

004 ヒノキ新薬株式会社ルスツ山寮 北海道留寿都村 昭和47年 

 

尻
しり

別
べつ

岳
だけ

山麓に位置する企業の保養所。設計は

独特な様式で知られる白井晟一。全体に緩
かん

勾配
こうばい

の切妻造
きりつまづく

りの大屋根を架け、外壁には石や濃淡

のある煉瓦を用いて仕上げる。内部には薄いス

ラブの踊り場付き階段など、内外の要所に白井

らしい意匠を配す。 

 

 

 

 

② 北上川
きたかみがわ

河口の復興を導く板倉
いたくら

 

005～006 旧鈴木家住宅板倉ほか1件 宮城県石巻市 大正4年／令和4年移築 

 

東日本大震災の津波で流された北上川河口

の旧北上町役場跡地に移築された板倉。当地域

特有の板倉で、窓
まど

庇
ひさし

の持送
もちおくり

や置
おき

屋根
や ね

の面
めん

戸板
ど い た

などを精緻
せ い ち

な彫刻で飾り、大工の力量を示す。

現在は飲食店として活用。 

 

 

 

③ 八郎潟
はちろうがた

干拓地の景観をつくる住宅 

015 旧大潟村入植予定者観覧用農家住宅 秋田県大潟村 昭和44年 

 

大潟村中心部に位置し、干拓地への入植予定

者が事前に供給住宅を観覧できるように建て

たもの。設計は八郎潟新農村建設事業団。「三角
さんかく

屋根
や ね

」と呼ばれ、大きな切妻造
きりづまづく

り屋根が、地域

住民が親しむ景観をつくる。 

 

 

 

提供：留寿都村教育委員会 
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④ 神田川
かんだがわ

を渡る地下鉄用の橋梁 

047～049 東京地下鉄丸ノ内
まるのうち

線
せん

御茶
お ち ゃ

ノ
の

水
みず

橋 梁
きょうりょう

ほか2件 東京都千代田区・文京区 昭和30年 

御茶ノ水の神田川に架かる丸ノ内線の橋

梁。設計は帝都
て い と

高速度
こうそくど

交通
こうつう

営団
えいだん

。地下鉄では

貴重な車窓と風致地区の景観に配慮し、厚み

が薄く、面取りした桁橋の表面を平滑に仕上

げるなど当時の高い技術を用いる。 

⑤ 実業家大倉
おおくら

喜八郎
きはちろう

の息吹を伝える迎賓館
げいひんかん

 

080 蔵春閣
ぞうしゅんかく

 新潟県新発田市 明治45年／昭和33年・同53年・令和5年移築 

かつて大倉喜八郎の向島
むこうじま

別邸
べってい

にあった旧

迎賓館。設計は今村
いまむら

吉之助
きちのすけ

。八角形と四角形

を組合せた蜀江組
しょっこうぐみ

の折上
おりあげ

格
ごう

天井
てんじょう

とし、シャ

ンデリアを吊るなど、豪華
ご う か

絢爛
けんらん

な2階の広間
ひ ろ ま

を

始めとして、各室に濃密な意匠を凝らした迎

賓施設。現在は新発田市に移築。 

⑥ オープンプランスクールの殿堂

130 加藤学園暁
ぎょう

秀
しゅう

初等学校本館 静岡県沼津市 昭和47年／平成17年・令和3年改修 

沼津駅北東の市街地に位置する現役の小学

校校舎。設計は槇
まき

総合
そうごう

計画
けいかく

事務所
じ む し ょ

。学習セン

ターを中心に、中庭を介して普通教室などを

配し、界壁
かいへき

を極力省いて、開放性を高める。

日本初のオープンプランスクールを実現。 
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⑦ 意匠整った昭和初期の上質な庁舎建築 

157 旧京都府警察本部本館（文化庁京都庁舎本館） 

京都府京都市 昭和3年／令和4年改修 

 

京都府庁旧本館の東に建つ旧警察本部本

館。鉄筋コンクリート造地上 3 階地下 1 階

建て。設計は京都府
きょうとふ

営繕課
えいぜんか

。全体に簡素な

構成としつつ、内外ともに玄関廻りにアー

チや装飾など意匠を集中させた、格調高い

庁舎建築。現在は文化庁京都庁舎として活

用。 

 

 

⑧ 東山に建つ規模壮大な近代の仏堂 

159～169 東福寺本堂ほか10棟 京都府京都市 昭和9年 

 

東山に位置する臨済宗
りんざいしゅう

東福寺派大本山寺

院の本堂。設計顧問は天沼
あまぬま

俊一
しゅんいち

。

壇上積基壇
だんじょうつみきだん

に建つ、一重
いちじゅう

入母屋造
い り も や づ く

り本瓦
ほんかわら

葺
ぶ

きで裳階
も こ し

付
つ

きとする。内部は四半敷
しはんじき

土間で天

井を高く張り、北寄り中央に須
しゅ

弥壇
み だ ん

を配す。

規模壮大で近代屈指の仏堂。 

 

 

 

⑨ 御堂筋
みどうすじ

の都市景観を牽引するオフィスビル 

172 御堂ビルディング 大阪府大阪市 昭和40年 

 

御堂筋の本町に位置する大規模オフィスビ

ル。設計は竹中工務店
たけなかこうむてん

設計部
せっけいぶ

。設備など中心

部に配したセンターコアの平面を採用し、当

時の技術を駆使して大スパン構造を実現。単
たん

窓
そう

の繰返しとタイル貼により格調高い外観に

仕上げる。 
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⑩ 古市にそびえ建つ洋風の望楼

250～257 中野家住宅離れほか7件 山口県長門市 大正後期／昭和4年頃増築 

赤間関
あかませき

街道
かいどう

の古市にある元呉服商の屋敷。主

屋の北に位置する離れは、賓客用の座敷棟で、

その北西に建つ 3 階建ての望楼は、外壁を下見
し た み

板張
い た ば

りとし、縦長窓を開け、洋風意匠とする。

当地域のランドマーク的な存在。 

⑪ 端正かつ優美な文化財収蔵展示施設

278 観世音寺
か ん ぜ お ん じ

宝蔵
ほうぞう

 福岡県太宰府市 昭和34年／昭和36年・平成21年改修 

観世音寺境内に位置し、重要文化財の仏像等

の収蔵展示施設。設計は伊藤
い と う

要太郎
ようたろう

。防湿、防

熱効果を高めるため、ピロティと二重壁を採用

した鉄筋コンクリート造 2階建てとする。端正

かつ優美な戦後の和風建築。 

⑫ 沖縄を代表する昭和戦後のホテル建築

287～290 沖縄ホテル旅館棟ほか3件 沖縄県那覇市 昭和36年／平成5年改修 

安里
あ さ と

駅
えき

北東の市街地に位置するホテル。設計

は仲座
な か ざ

久
ひさ

雄
お

。各階の窓上には庇を廻らし、中央

部の壁面やバルコニーに、中空のコンクリート

ブロックを装飾的に用いるなど、仲座らしい特

徴をよく示す。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課 電話：075-451-4111（代表） 

課 長 田中 禎彦 
課長補佐 田中 佳幹 

登録部門 清永 洋平、隅田 拳志郎（内線 9755） 

審議会係 森 幸一郎、和田 智寛（内線 9756）

提供：那覇市市民文化部文化財課
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

1
島
田
家
住
宅
主
屋

北
海
道
富
良
野
市

S
16
／
S2
8頃
増
築
富
良
野
の
本
通
り
に
位
置
す
る
地
元
製
材
所
役
員
の
住
宅
。
平
屋
建
て
鉄
板
葺
き
、
中
廊
下
式
の
平
面
で
、
地
元
の
良
材
を
用
い

た
戦
前
の
良
質
な
近
代
和
風
住
宅
。

住
宅

建
築
物

２

2
旧
山
谷
（や
ま
や
）家
住
宅
石
倉
（樋
口
季
一

郎
記
念
館
）

S
13
／
S
20
代
・

H
31
改
修

住
宅

建
築
物

１

3
旧
山
谷
家
住
宅
木
倉
（き
く
ら
）

M
44
／
S
50
頃
改

修
住
宅

建
築
物

１

4
ヒ
ノ
キ
新
薬
株
式
会
社
ル
ス
ツ
山
寮

北
海
道
虻
田
郡
留
寿

都
村
（あ
ぶ
た
ぐ
ん
る

す
つ
む
ら
）

S
47

尻
別
岳
（
し
り
べ
つ
だ
け
）
山
麓
に
位
置
す
る
企
業
の
保
養
所
。
白
井
晟
一
（
せ
い
い
ち
）
設
計
で
、
切
妻
造
り
の
大
屋
根
を
架
け
、

内
部
階
段
な
ど
要
所
に
白
井
ら
し
い
彫
塑
（
ち
ょ
う
そ
）
的
な
造
形
を
施
す
。

文
化
福
祉

建
築
物

２

5
旧
鈴
木
家
住
宅
板
倉

T
4／
R
4移
築

産
業
1
次

建
築
物

２

6
旧
佐
々
木
家
住
宅
板
倉

M
中
期
／
T
4
・
R
4

移
築

産
業
1
次

建
築
物

２

7
津
島
神
社
本
殿

T
8

宗
教

建
築
物

２

8
津
島
神
社
拝
殿

T
12

宗
教

建
築
物

２

9
津
島
神
社
神
輿
殿
（み
こ
し
で
ん
）

S
10

宗
教

建
築
物

１

10
旧
片
野
家
住
宅
主
屋

M
中
期
／
S
前
期

改
修

住
宅

建
築
物

２

11
旧
片
野
家
住
宅
煉
瓦
蔵

M
38

住
宅

建
築
物

２

12
旧
片
野
家
住
宅
中
の
蔵

M
38
頃
／
S
30
頃

改
修

住
宅

建
築
物

１

13
旧
片
野
家
住
宅
味
噌
蔵

M
22

住
宅

建
築
物

１

14
旧
片
野
家
住
宅
表
門
及
び
塀

M
中
期

住
宅

工
作
物

１

15
旧
大
潟
村
入
植
予
定
者
観
覧
用
農
家
住
宅

秋
田
県
南
秋
田
郡
大

潟
村

S
44

大
潟
村
中
心
部
に
位
置
し
、
入
植
予
定
者
向
け
の
観
覧
用
と
し
て
建
て
た
住
宅
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
及
び
木
造
の
混
構
造

で
、
地
域
が
親
し
む
大
き
な
三
角
屋
根
は
、
八
郎
潟
干
拓
地
の
特
徴
的
な
景
観
を
つ
く
る
。

住
宅

建
築
物

１

16
小
嶋
総
本
店
店
舗
兼
主
屋

T
8
／
S
前
期
増

築
、
S4
8改
修

産
業
2
次

建
築
物

１

17
小
嶋
総
本
店
一
号
蔵

M
前
期
／
S
30
代

改
修

産
業
2
次

建
築
物

１

18
小
嶋
総
本
店
二
号
蔵

M
後
期

産
業
2
次

建
築
物

１

19
小
嶋
総
本
店
三
号
蔵

E
末
期

産
業
2
次

建
築
物

１

20
小
嶋
総
本
店
四
号
蔵

M
中
期

産
業
2
次

建
築
物

１

21
小
嶋
総
本
店
五
号
蔵

T
11

産
業
2
次

建
築
物

１

22
小
嶋
総
本
店
倉
庫

T
後
期

産
業
2
次

建
築
物

１

23
小
嶋
総
本
店
土
蔵

M
前
期
／
S
49
移

築
産
業
2
次

建
築
物

１

24
小
嶋
総
本
店
作
業
場

T
後
期

産
業
2
次

建
築
物

１

25
小
嶋
総
本
店
三
日
月
稲
生
社
（い
な
り
し
ゃ
）本

殿
S
4／
S4
9移
築

産
業
2
次

建
築
物

２

26
小
嶋
総
本
店
門
及
び
板
塀

T
8頃

産
業
2
次

工
作
物

１

27
小
嶋
総
本
店
北
板
塀

T
8頃

産
業
2
次

工
作
物

１

秋
田
県
横
手
市

横
手
旧
城
下
の
武
家
町
に
所
在
す
る
旧
家
の
屋
敷
。
主
屋
の
周
囲
に
煉
瓦
蔵
、
中
の
蔵
、
味
噌
蔵
を
配
し
、
表
門
と
塀
が
屋
敷
を

画
す
。
主
屋
は
中
庭
を
中
心
に
玄
関
座
敷
棟
、
座
敷
棟
、
大
広
間
棟
、
北
廊
下
を
配
し
た
大
規
模
な
も
の
。
式
台
に
加
え
、
洋
室
や

大
小
の
座
敷
か
ら
な
る
良
質
な
接
客
空
間
を
備
え
た
近
代
和
風
住
宅
。
煉
瓦
蔵
は
内
部
の
柱
や
梁
を
透
き
漆
塗
り
で
艶
や
か
に
仕

上
げ
た
豪
華
な
つ
く
り
。
中
の
蔵
は
外
壁
を
漆
喰
仕
上
と
し
上
部
に
鉢
巻
を
廻
し
た
重
厚
な
外
観
。
味
噌
蔵
は
太
い
梁
を
重
ね
た
豪

壮
な
土
蔵
。
表
門
は
軒
を
緩
く
反
り
を
付
け
た
薬
医
門
で
こ
れ
に
連
な
る
長
大
な
塀
が
旧
家
の
表
構
え
を
つ
く
る
。

山
形
県
米
沢
市

米
沢
旧
城
下
の
南
東
口
に
位
置
す
る
造
り
酒
屋
。
敷
地
北
東
隅
に
通
り
に
面
し
て
主
屋
を
建
て
、
南
に
醸
造
及
び
商
品
出
荷
用
の

一
号
蔵
か
ら
五
号
蔵
、
作
業
場
及
び
倉
庫
を
三
列
に
配
し
、
主
屋
の
西
に
は
文
庫
蔵
の
土
蔵
と
屋
敷
神
の
稲
生
社
本
殿
を
建
て

る
。
大
正
8
年
米
沢
大
火
直
後
に
建
て
た
店
舗
兼
主
屋
は
間
口
長
大
な
近
代
和
風
建
築
。
一
号
蔵
は
、
合
掌
の
中
程
を
受
け
る
束

を
桁
行
貫
で
固
め
る
独
特
の
小
屋
組
。
白
漆
喰
塗
の
外
壁
腰
に
赤
瓦
の
海
鼠
（
な
ま
こ
）
壁
と
し
た
長
大
な
土
蔵
。
二
号
蔵
は
一
号

蔵
と
共
通
の
意
匠
が
整
っ
た
街
路
景
観
を
創
出
。
三
号
蔵
は
西
側
は
庇
を
含
め
て
大
屋
根
を
一
連
で
葺
降
し
た
大
規
模
な
土
蔵
。

四
号
蔵
は
南
北
両
妻
に
両
開
き
戸
口
を
設
け
た
長
大
な
仕
込
蔵
。
五
号
蔵
は
敷
地
南
側
の
景
観
を
つ
く
る
仕
込
蔵
。
倉
庫
は
小
屋

組
は
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
で
柱
と
陸
梁
を
方
杖
で
挟
む
。
敷
地
南
東
隅
の
景
観
を
つ
く
る
。
土
蔵
は
造
作
丁
寧
な
文
庫
蔵
で
、
敷

地
北
の
景
観
の
要
。
作
業
場
は
南
面
に
三
号
蔵
と
四
号
蔵
の
戸
口
が
開
き
蔵
前
を
な
す
。
北
に
は
ボ
イ
ラ
ー
室
や
瓶
詰
工
場
が
接

続
す
る
通
路
兼
作
業
場
。
稲
生
社
本
殿
は
小
規
模
な
が
ら
質
実
な
つ
く
り
。
主
屋
と
同
時
期
の
表
門
及
び
板
塀
、
北
板
塀
が
一
体

と
な
っ
て
、
米
沢
旧
城
下
の
歴
史
的
な
景
観
を
つ
く
る
。

北
海
道
石
狩
市

知
津
狩
川
（
し
ら
つ
か
り
が
わ
）
南
岸
の
農
村
集
落
に
位
置
す
る
か
つ
て
米
や
雑
穀
な
ど
収
納
し
た
石
倉
と
木
倉
。
札
幌
軟
石
を
用

い
た
石
倉
は
、
外
壁
下
見
板
張
り
と
し
た
木
倉
と
と
も
に
集
落
景
観
を
形
成
。
石
倉
は
現
在
、
ユ
ダ
ヤ
人
救
済
で
知
ら
れ
る
陸
軍
中

将
樋
口
季
一
郎
記
念
館
と
し
て
活
用
。

宮
城
県
石
巻
市

北
上
川
河
口
に
移
築
し
た
板
倉
2棟
。
柱
を
密
に
立
て
ス
レ
ー
ト
葺
き
屋
根
と
し
た
当
地
域
特
有
の
板
倉
。
川
沿
い
の
旧
鈴
木
家
住

宅
板
倉
は
、
置
屋
根
の
面
戸
板
な
ど
を
精
緻
（
せ
い
ち
）
な
彫
刻
で
飾
り
、
大
工
の
力
量
を
示
す
。
丘
上
に
位
置
す
る
旧
佐
々
木
家

住
宅
板
倉
と
と
も
に
現
在
は
い
ず
れ
も
飲
食
店
と
し
て
活
用
。

宮
城
県
登
米
市

仙
台
藩
の
要
害
（
よ
う
が
い
）
、
佐
沼
に
あ
る
神
社
。
境
内
南
寄
り
に
本
殿
が
北
面
し
て
建
ち
、
北
に
拝
殿
、
神
輿
殿
を
配
す
。
本
殿

は
一
間
社
流
造
り
。
全
体
に
彫
刻
濃
密
で
華
や
か
な
も
の
。
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
で
向
拝
（
こ
う
は
い
）
に
軒
唐
破
風
を
付
し
、
妻
飾

（
つ
ま
か
ざ
り
）
や
海
老
虹
梁
（
え
び
こ
う
り
ょ
う
）
な
ど
彫
刻
で
飾
り
、
時
代
相
を
よ
く
示
す
。
内
部
に
神
輿
を
安
置
す
る
神
輿
殿
と
と
も

に
境
内
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

28
旧
二
階
堂
家
住
宅
主
屋

E
後
期
／
M
20
頃

増
築
、
S5
5改
修

住
宅

建
築
物

１

29
旧
二
階
堂
家
住
宅
長
屋
門

E
末
期
／
M
28
増

築
、
S5
5改
修

住
宅

建
築
物

１

30
栗
花
家
住
宅
店
蔵

M
41
／
H
23
改
修

産
業
3
次

建
築
物

１

31
栗
花
家
住
宅
主
屋

M
41
／
S
後
期
増

築
産
業
3
次

建
築
物

１

32
無
能
寺
（む
の
う
じ
）山
門

福
島
県
伊
達
郡
桑
折

町
元
治
元
(1
86
4)

桑
折
宿
に
位
置
す
る
浄
土
宗
寺
院
の
薬
医
門
。
ケ
ヤ
キ
の
良
材
を
使
い
、
当
地
域
の
布
教
拠
点
に
相
応
し
い
雄
大
な
構
え
の
山

門
。

宗
教

工
作
物

１

33
土
浦
市
民
会
館

茨
城
県
土
浦
市

S
44
／
R
2改
修

土
浦
の
中
心
部
に
位
置
す
る
市
民
会
館
。
設
計
は
建
築
音
響
工
学
の
大
家
で
知
ら
れ
る
佐
藤
武
夫
。
正
面
列
柱
と
大
階
段
な
ど

佐
藤
に
よ
る
古
典
主
義
的
な
意
匠
が
記
念
性
を
高
め
る
。

文
化
福
祉

建
築
物

２

34
饗
茶
庵
花
蓮
（き
ょ
う
ち
ゃ
あ
ん
は
な
れ
）店
舗

（旧
安
生
家
住
宅
主
屋
）

栃
木
県
鹿
沼
市

T
5
／
S
37
増
築
、

R
2改
修

鹿
沼
城
跡
北
東
に
位
置
す
る
和
洋
折
衷
住
宅
。
洋
室
外
壁
は
モ
ル
タ
ル
塗
仕
上
で
目
地
を
切
り
、
石
造
風
に
み
せ
、
端
正
な
外
観

が
地
域
の
歴
史
的
な
景
観
を
つ
く
る
。
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
と
し
て
活
用
。

住
宅

建
築
物

１

35

三
斗
小
屋
（さ
ん
ど
ご
や
）温
泉
大
黒
屋
旅
館

本
館

栃
木
県
那
須
塩
原
市
M
2
頃
／
M
5
増

築
、
T
前
期
・
S
前

期
・
同
中
期
・
同
54

改
修

那
須
岳
中
腹
に
位
置
す
る
三
斗
小
屋
温
泉
の
旅
館
。
建
ち
が
低
く
古
式
で
、
山
岳
地
に
位
置
す
る
近
世
由
来
の
温
泉
宿
（
や
ど
）

の
様
相
を
留
め
る
旅
館
建
築
。

産
業
3
次

建
築
物

１

36
旧
吉
田
村
農
業
協
同
組
合
西
倉
庫
（吉
田
村

V
ill
ag
e西
棟
）

S
前
期
／
R
元
改
修

産
業
1
次

建
築
物

１

37
旧
吉
田
村
農
業
協
同
組
合
東
倉
庫
（吉
田
村

V
ill
ag
e東
棟
）

S
中
期
／
R
5改
修

産
業
1
次

建
築
物

１

38
旧
長
島
家
住
宅
主
屋

E
後
期
／
S
20
頃
増

築
、
同
50
頃
・
H
2

改
修

住
宅

建
築
物

１

39
旧
長
島
家
住
宅
米
蔵

T
9
頃
／
S
60
頃
改

修
住
宅

建
築
物

１

40
旧
長
島
家
住
宅
前
蔵

T
9／
H
4改
修

住
宅

建
築
物

１

41
旧
長
島
家
住
宅
裏
蔵

T
3頃

住
宅

建
築
物

１

42
旧
長
島
家
住
宅
表
門

E
後
期

住
宅

工
作
物

１

43
旧
長
島
家
住
宅
木
戸
門

E
後
期

住
宅

工
作
物

１

44
旧
長
島
家
住
宅
長
屋
塀

E
後
期

住
宅

工
作
物

１

45
旧
長
島
家
住
宅
外
塀

T
9頃

住
宅

工
作
物

１

46
旧
陸
軍
高
射
砲
第
二
連
隊
照
空
予
習
室

千
葉
県
柏
市

S
13
頃
／
S4
2改
修
柏
市
の
旧
陸
軍
高
射
砲
第
二
連
隊
跡
に
建
つ
防
空
訓
練
施
設
。
建
物
内
部
は
航
空
機
の
像
を
投
影
し
て
照
空
灯
の
操
作
を
訓

練
。
屋
上
は
距
離
測
定
の
訓
練
所
で
西
面
に
残
る
ク
レ
ー
ン
支
柱
は
測
遠
機
の
昇
降
用
。
特
殊
な
用
途
の
旧
軍
施
設
の
遺
構
と
し

て
貴
重
。
現
在
は
柏
市
所
有
で
活
用
を
検
討
中
。

官
公
庁
舎

建
築
物

３

47
東
京
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
四
ツ
谷
跨
線
橋

東
京
都
千
代
田
区
、

新
宿
区

S
34

交
通

土
木

１

48
東
京
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
御
茶
ノ
水
橋
梁

東
京
都
千
代
田
区
、

文
京
区

S
30

交
通

土
木

１

49
東
京
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
御
茶
ノ
水
駅
出
入
口

上
家
（う
わ
や
）

東
京
都
文
京
区

S
28

交
通

建
築
物

２

50
東
京
地
下
鉄
銀
座
線
浅
草
駅
４
番
出
入
口
上

家
東
京
都
台
東
区

S
6頃

吾
妻
橋
に
近
い
交
差
点
に
建
つ
出
入
口
上
屋
。
反
り
の
あ
る
屋
根
な
ど
日
本
趣
味
を
採
用
し
た
公
共
建
築
の
好
例
。

交
通

建
築
物

２

丸
の
内
線
の
四
ツ
谷
跨
線
橋
は
ＪＲ
中
央
線
等
を
跨
ぎ
、
丸
ノ
内
線
々
路
及
び
四
ツ
谷
駅
を
支
え
る
。
特
殊
な
構
造
で
、
ＪＲ
線
の
見

通
し
を
確
保
。
御
茶
ノ
水
橋
梁
は
、
神
田
川
を
跨
ぐ
丸
ノ
内
線
の
橋
。
桁
高
を
抑
え
た
函
形
の
主
桁
で
地
下
鉄
に
貴
重
な
車
窓
景

観
を
確
保
。
御
茶
ノ
水
駅
出
入
口
上
家
の
設
計
は
土
橋
大
野
建
築
設
計
事
務
所
。
白
色
の
外
観
で
、
水
平
連
続
窓
を
配
し
た
モ
ダ

ニ
ズ
ム
建
築
の
好
例
。

福
島
県
伊
達
郡
桑
折

町
（こ
お
り
ま
ち
）

桑
折
（こ
お
り
）宿
の
中
心
部
に
位
置
す
る
旧
蚕
物
商
（
さ
ん
ぶ
つ
し
ょ
う
）
の
店
蔵
と
主
屋
。
奥
州
街
道
に
西
面
す
る
店
蔵
は
、
前
土

間
の
ミ
セ
に
摺
上
戸
を
残
し
、
二
階
は
一
室
で
繭
の
保
管
場
と
す
る
。
東
に
接
続
す
る
平
屋
建
て
の
主
屋
と
と
も
に
奥
州
街
道
沿
い

の
歴
史
的
な
景
観
を
形
成
す
る
。

栃
木
県
下
野
市

鬼
怒
川
右
岸
に
所
在
す
る
石
造
平
屋
建
の
旧
農
協
の
穀
物
倉
庫
2
棟
。
昭
和
戦
前
の
西
倉
庫
は
外
壁
下
部
六
箇
所
に
バ
ッ
ト
レ
ス

を
付
す
。
昭
和
戦
後
の
東
倉
庫
は
控
壁
と
臥
梁
（
が
り
ょ
う
）
、
妻
壁
上
部
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
す
る
。
地
域
色
豊
か
な
石
造
倉

庫
で
現
在
は
い
ず
れ
も
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
。

埼
玉
県
熊
谷
市

荒
川
右
岸
の
水
田
地
帯
に
あ
る
名
主
の
屋
敷
。
主
屋
の
周
囲
に
米
蔵
、
前
蔵
、
裏
蔵
を
配
し
、
主
庭
の
入
口
に
木
戸
門
を
建
て
、

表
門
、
長
屋
塀
、
石
塀
が
広
大
な
屋
敷
地
を
画
す
。
主
屋
は
広
い
土
間
と
田
の
字
型
間
取
り
の
西
に
角
座
敷
を
設
け
て
上
段
の
間

と
し
、
旧
家
の
風
格
を
示
す
。
米
蔵
、
前
蔵
、
裏
蔵
は
大
谷
石
を
用
い
た
二
階
建
の
石
造
蔵
で
い
ず
れ
も
大
正
時
代
の
建
築
。
主

屋
と
同
時
期
の
表
門
、
木
戸
門
、
長
屋
塀
に
加
え
、
大
谷
石
を
用
い
た
長
大
な
石
塀
と
と
も
に
集
落
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。
現

在
は
埼
玉
銀
行
の
頭
取
で
あ
っ
た
、
故
長
島
恭
助
の
記
念
館
と
し
て
公
開
活
用
。

福
島
県
福
島
市

福
島
市
南
西
の
農
村
集
落
に
位
置
す
る
名
主
の
屋
敷
の
主
屋
と
長
屋
門
。
主
屋
は
敷
地
中
央
に
東
面
す
る
桁
行
1
5
間
梁
間
6間

半
、
入
母
屋
造
鉄
板
葺
の
建
物
。
柱
の
面
取
大
き
く
古
式
で
、
式
台
玄
関
な
ど
格
式
を
備
え
た
江
戸
後
期
の
大
規
模
民
家
。
敷
地

東
面
に
は
江
戸
末
期
に
遡
る
大
規
模
な
長
屋
門
も
残
り
、
旧
家
の
風
格
を
示
す
。
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

51
梅
村
家
住
宅
（旧
山
崎
家
住
宅
）主
屋

S2
／
S
5
増
築
、
R
2

改
修

住
宅

建
築
物

２

52
梅
村
家
住
宅
（旧
山
崎
家
住
宅
）門

S
前
期

住
宅

工
作
物

１

53
旧
柏
湯

東
京
都
台
東
区

S
26
／
H
5改
修

谷
中
に
位
置
す
る
旧
銭
湯
。
旧
浴
場
は
上
部
中
央
を
立
上
げ
て
高
窓
と
す
る
。
昭
和
初
期
か
ら
流
行
し
た
宮
造
り
銭
湯
の
遺
例
。

現
在
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
活
用
。

文
化
福
祉

建
築
物

１

54
旧
川
端
龍
子
（り
ゅ
う
し
）邸
主
屋
及
び
中
門

S
26
／
S
29
増
築
、

H
15
改
修

住
宅

建
築
物

２

55
旧
川
端
龍
子
邸
仏
間
棟

S
30

住
宅

建
築
物

２

56
旧
川
端
龍
子
邸
持
仏
堂

S
30
頃

住
宅

建
築
物

２

57
旧
川
端
龍
子
邸
画
室

S
13

住
宅

建
築
物

２

58
龍
子
記
念
館

S
37
／
H
3
・
同
23

改
修

文
化
福
祉

建
築
物

１

59
冨
澤
家
住
宅
主
屋

東
京
都
足
立
区

T
前
期
／
S
前
期
増

築
、
H
21
改
修

荒
川
右
岸
の
柳
原
に
位
置
す
る
旧
米
問
屋
の
住
宅
。
平
屋
一
部
二
階
建
で
、
庭
に
面
し
て
2
室
続
き
の
座
敷
を
配
し
縁
を
廻
ら
す
。

正
面
に
格
子
構
え
な
ど
残
し
、
地
域
の
歴
史
的
景
観
を
形
成
。

住
宅

建
築
物

１

60

梅
田
家
（沖
五
郎
）住
宅
石
倉
及
び
外
便
所

S
24
頃

本
村
東
側
に
位
置
し
、
コ
ー
ガ
石
（せ
き
）
と
い
う
新
島
産
の
軽
石
を
用
い
た
石
造
の
倉
と
外
便
所
。
二
階
に
は
座
敷
を
配
し
た
い
わ

ゆ
る
蔵
座
敷
。
通
り
に
面
し
て
建
ち
、
地
域
の
歴
史
的
な
景
観
を
形
成
す
る
。

住
宅

建
築
物

１

61
紀
野
家
住
宅
主
屋

S
23
頃

住
宅

建
築
物

１

62
紀
野
家
住
宅
釜
屋
形

S
前
期
／
S
23
頃
・

同
40
頃
改
修

住
宅

建
築
物

１

63
旧
前
田
家
（キ
ン
デ
ー
）住
宅
釜
屋
形

T
前
期

役
場
前
の
屋
敷
に
位
置
す
る
釜
屋
形
。
コ
ー
ガ
石
を
用
い
た
石
造
の
釜
屋
形
で
独
立
し
た
形
式
を
良
く
残
す
。

住
宅

建
築
物

１

64
小
久
保
家
住
宅
主
屋

T
9頃

本
村
中
心
部
に
位
置
す
る
漁
家
（
ぎ
ょ
か
）
の
主
屋
。
寄
棟
造
石
葺
で
棟
中
央
に
煙
出
を
設
け
る
。
瓦
状
に
加
工
し
た
石
葺
な
ど
新

島
の
伝
統
的
民
家
の
特
徴
を
よ
く
残
す
。

住
宅

建
築
物

１

65
旧
石
田
家
国
府
津
（こ
う
づ
）別
邸
主
屋

T
13
／
S
50
頃
改
修

住
宅

建
築
物

２

66
旧
石
田
家
国
府
津
別
邸
洋
館

S
16

住
宅

建
築
物

２

67
旧
澤
良
商
店
店
舗
兼
主
屋

T
15

産
業
3
次

建
築
物

１

68
旧
澤
良
商
店
土
蔵

M
前
期
／
M
中
期

移
築
、
T
後
期
改

修

産
業
3
次

建
築
物

１

69

立
花
屋
茶
舗
店
舗
兼
主
屋

慶
応
元
(1
86
5)
頃

／
M
後
期
改
修
、

S2
移
築
、
同
10
・

同
45
頃
増
築

産
業
3
次

建
築
物

１

70
立
花
屋
茶
舗
左
の
蔵

E
末
期

産
業
3
次

建
築
物

１

71
立
花
屋
茶
舗
右
の
蔵

M
41
／
T
後
期
改

修
産
業
3
次

建
築
物

１

72
保
全
堂
薬
局
店
舗
兼
主
屋

S
3／
S4
0代
改
修

秦
野
の
本
町
四
ツ
角
交
差
点
の
南
に
位
置
す
る
薬
局
の
店
舗
兼
主
屋
。
二
階
洋
室
は
地
域
の
集
会
に
使
用
し
た
と
伝
わ
る
。
タ
イ

ル
貼
な
ど
改
変
あ
る
が
、
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
風
意
匠
を
用
い
た
外
観
が
残
る
愛
ら
し
い
店
舗
。

産
業
3
次

建
築
物

１

73
大
山
寺
（お
お
や
ま
で
ら
）本
堂

神
奈
川
県
伊
勢
原
市

M
18
／
S4
2改
修

名
山
の
大
山
（
お
お
や
ま
）
中
腹
に
建
つ
真
言
宗
寺
院
の
本
堂
。
正
面
軒
唐
破
風
付
向
拝
（
こ
う
は
い
）
は
木
鼻
の
龍
を
始
め
彫
刻

が
横
溢
し
圧
巻
。

宗
教

建
築
物

２

東
京
都
新
島
村

本
村
東
側
に
位
置
す
る
漁
家
（ぎ
ょ
か
）
の
主
屋
と
釜
屋
形
。
主
屋
は
側
廻
り
に
コ
ー
ガ
石
を
積
み
、
田
の
字
形
に
部
屋
を
配
す
。
間

取
り
や
石
葺
屋
根
な
ど
新
島
の
伝
統
的
民
家
の
特
徴
を
よ
く
伝
え
る
。
釜
屋
形
は
か
つ
て
ヴ
ォ
ー
ル
ト
状
屋
根
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
貴
重
な
違
例
。

神
奈
川
県
小
田
原
市

鉄
道
開
通
後
に
別
荘
地
と
な
っ
た
国
府
津
（
こ
う
づ
）
に
位
置
す
る
旧
国
鉄
総
裁
の
別
邸
の
主
屋
と
洋
館
。
主
屋
は
、
床
（
と
こ
）
な
ど

自
由
な
造
形
を
み
せ
る
上
質
な
近
代
和
風
建
築
。
洋
館
は
瀟
洒
な
山
小
屋
風
の
建
物
。
戦
前
の
別
荘
建
築
の
好
例
。

神
奈
川
県
秦
野
市

秦
野
（
は
だ
の
）
の
龍
門
寺
参
道
入
口
に
建
つ
元
乾
物
青
果
商
の
店
舗
兼
主
屋
と
土
蔵
。
店
舗
兼
主
屋
は
一
階
は
全
体
を
土
間

床
、
北
西
に
か
つ
て
の
バ
ス
待
合
所
で
あ
っ
た
事
務
所
を
附
属
。
土
蔵
は
旧
商
品
蔵
兼
家
財
蔵
。
秦
野
の
賑
わ
い
を
伝
え
る
商
家

遺
構
。

秦
野
の
台
町
交
差
点
北
に
位
置
す
る
茶
商
の
店
舗
兼
主
屋
と
土
蔵
2
棟
。
主
屋
は
つ
し
二
階
建
切
妻
造
の
町
家
。
二
階
に
は
昭
和

10
年
に
東
久
邇
宮
（
ひ
が
し
く
に
の
み
や
）
宿
所
と
し
た
座
敷
を
配
す
。
店
舗
の
東
背
後
に
建
つ
左
の
蔵
と
右
の
蔵
は
い
ず
れ
も
商

品
蔵
兼
家
財
蔵
で
、
二
階
床
に
格
子
付
の
荷
上
口
を
備
え
る
。
茶
商
の
構
え
が
秦
野
の
歴
史
的
な
景
観
を
形
成
す
る
。

東
京
都
文
京
区

東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
の
住
宅
地
に
位
置
す
る
企
業
経
営
者
が
建
て
た
住
宅
。
西
端
の
増
築
二
階
の
座
敷
に
は
高
欄

を
廻
ら
し
南
庭
を
望
む
。
閑
静
な
住
宅
街
に
残
る
近
代
和
風
住
宅
で
、
同
時
期
の
門
と
一
体
で
歴
史
的
景
観
を
形
成
。

東
京
都
大
田
区

南
馬
込
の
住
宅
地
に
位
置
す
る
日
本
画
家
川
端
龍
子
（
り
ゅ
う
し
）
の
住
宅
と
作
品
展
示
用
の
記
念
館
。
通
り
を
挟
ん
で
北
側
敷
地

に
主
屋
及
び
中
門
、
仏
間
棟
、
持
仏
堂
を
東
西
に
並
べ
、
そ
の
北
に
画
室
を
配
し
、
南
側
敷
地
に
龍
子
記
念
館
が
建
つ
。
い
ず
れ

も
龍
子
が
設
計
に
関
与
。
主
屋
は
東
側
に
中
門
を
延
ば
し
、
北
の
画
室
へ
の
出
入
口
と
す
る
。
外
壁
腰
の
竹
の
木
賊
張
り
や
壁
か

ら
天
井
縁
ま
で
塗
り
廻
し
た
独
創
的
な
客
間
な
ど
内
外
に
意
匠
を
凝
ら
す
。
仏
間
棟
は
、
洗
練
さ
れ
た
意
匠
の
持
仏
鑑
賞
室
と
な
る

17
畳
半
畳
敷
を
配
し
、
持
仏
を
納
め
た
持
仏
堂
は
外
観
和
風
を
基
調
と
し
、
内
部
は
尖
頭
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
と
し
た
独
創
的
意

匠
。
画
室
は
内
部
一
室
の
板
敷
で
、
大
作
制
作
を
主
と
し
た
龍
子
ら
し
い
開
放
的
な
大
空
間
。
現
在
は
大
田
区
立
龍
子
公
園
と
し

て
公
開
。
角
地
に
建
つ
記
念
館
は
、
青
瓦
の
宝
形
造
り
屋
根
に
竜
舌
蘭
の
宝
珠
を
載
せ
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
存
在
。
現
在

は
大
田
区
立
龍
子
記
念
館
と
し
て
公
開
。

8



名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

74
旧
平
野
家
住
宅
主
屋

神
奈
川
県
三
浦
郡
葉

山
町

S
11
／
S
13
頃
増

築
、
R
2改
修

葉
山
の
行
幸
通
り
沿
い
に
位
置
す
る
材
木
商
の
住
宅
。
座
敷
の
床
廻
り
に
銘
木
が
用
い
ら
れ
、
葉
山
に
築
か
れ
た
郊
外
住
宅
の
好

例
。

住
宅

建
築
物

２

75
山
月
庵

S
25

文
化
福
祉

建
築
物

２

76
日
光
殿
（旧
早
雲
寮
）

S
24
／
S
26
増
築
、

H
11
・R
3改
修

文
化
福
祉

建
築
物

２

77
箱
根
美
術
館
本
館

S
27
／
S
56
・
H
７
改

修
文
化
福
祉

建
築
物

１

78
箱
根
美
術
館
別
館

S
28
／
S
中
期
・
同

56
頃
改
修

文
化
福
祉

建
築
物

１

79
箱
根
美
術
館
休
憩
所

S
27
／
S5
6改
修

文
化
福
祉

建
築
物

１

80
蔵
春
閣

M
45
／
S
33
・
同

53
・R
5移
築

大
倉
喜
八
郎
が
建
て
た
旧
向
島
別
邸
の
迎
賓
館
。
広
間
天
井
の
蜀
江
組
格
天
井
な
ど
、
随
所
に
技
巧
を
凝
ら
し
た
絢
爛
豪
華
な

接
客
施
設
。
現
在
は
喜
八
郎
の
郷
里
の
新
発
田
市
に
移
築
し
、
公
開
活
用
。

住
宅

建
築
物

２

81
杉
原
家
住
宅
主
屋

M
32
／
S
30
改
修
、

同
35
増
築
、
H
30

改
修

住
宅

建
築
物

２

82
杉
原
家
住
宅
土
蔵

M
18
／
S
4
増
築
、

H
30
改
修

住
宅

建
築
物

１

83
二
王
子
（に
の
う
じ
）神
社
本
殿
・幣
殿
及
び
拝

殿
S
42

新
発
田
市
街
地
南
東
の
霊
山
二
王
子
（
に
の
う
じ
）
岳
の
中
腹
に
位
置
す
る
神
社
の
本
殿
・
幣
殿
及
び
拝
殿
。
内
部
は
一
室
と
し
、

上
・下
拝
殿
及
び
幣
殿
を
段
差
を
設
け
て
階
段
上
に
並
べ
る
。
側
廻
り
は
軒
柱
が
巡
る
壮
大
な
外
観
の
社
殿
。

宗
教

建
築
物

１

84
保
阪
家
住
宅
主
屋

S
24

住
宅

建
築
物

１

85
保
阪
家
住
宅
離
れ

M
42
／
S2
4増
築

住
宅

建
築
物

１

86
保
阪
家
住
宅
道
具
蔵

文
政
9
（
18
26
）
／

M
42
移
築
、
H
20

改
修

住
宅

建
築
物

１

87
保
阪
家
住
宅
温
室

S
中
期
、
S
59
頃
改

修
住
宅

建
築
物

１

88
怡
顔
亭
（い
が
ん
て
い
）

M
45
／
S
中
期
改

修
戸
野
目
の
雁
木
通
り
中
央
に
位
置
す
る
地
主
が
建
て
た
客
殿
。
入
母
屋
造
平
入
桟
瓦
葺
で
正
面
に
銅
板
葺
唐
破
風
玄
関
を
付

す
。
大
振
り
な
玄
関
が
目
を
惹
く
良
質
な
近
代
和
風
建
築
。

住
宅

建
築
物

２

89
旧
若
林
医
院
日
本
館

T
2頃

産
業
3
次

建
築
物

１

90
旧
若
林
医
院
西
洋
館

T
2頃

産
業
3
次

建
築
物

１

91
金
沢
大
学
医
学
類
旧
書
庫
（旧
制
金
沢
医
科

大
学
附
属
図
書
館
書
庫
）

T
15
／
S
60
改
修

学
校

建
築
物

１

92
金
沢
大
学
医
学
類
解
剖
標
本
庫
（旧
制
金
沢

医
科
大
学
解
剖
学
標
本
庫
）

S
9／
S6
1改
修

学
校

建
築
物

１

93
金
沢
大
学
医
学
類
病
理
標
本
庫
（旧
制
金
沢

医
科
大
学
病
理
学
標
本
庫
）

T
15
／
S
60
改
修

学
校

建
築
物

１

94
金
沢
大
学
医
学
類
（旧
制
金
沢
医
学
専
門
学

校
）西
面
南
旧
正
門
及
び
煉
瓦
塀

M
45

学
校

工
作
物

１

95
金
沢
大
学
医
学
類
（旧
制
金
沢
医
学
専
門
学

校
）西
面
北
煉
瓦
塀

M
45

学
校

工
作
物

１

新
潟
県
佐
渡
市

小
倉
川
北
岸
の
角
地
に
あ
る
か
つ
て
の
医
院
。
日
本
館
は
南
面
に
大
小
の
玄
関
を
設
け
、
内
部
は
北
東
を
土
間
の
診
療
室
と
し
、

二
階
に
は
座
敷
を
３
室
配
す
。
ガ
ラ
ス
戸
を
多
く
用
い
た
外
観
が
特
徴
的
。
西
洋
館
は
北
妻
窓
上
部
の
軒
を
切
上
げ
切
妻
破
風
を

付
し
、
一
階
に
和
室
、
二
階
に
洋
室
を
配
す
。
通
り
に
面
し
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
の
外
観
が
地
域
景
観
を
つ
く
る
。

金
沢
城
跡
南
東
に
あ
っ
た
旧
制
金
沢
医
科
大
学
及
び
旧
制
金
沢
医
学
専
門
学
校
の
建
築
遺
構
群
。
現
在
は
金
沢
大
学
宝
町

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
位
置
し
、
医
学
類
の
施
設
と
し
て
活
用
。
旧
書
庫
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
。
各
間
に
縦
長
窓
を
配
し
、

外
観
に
変
化
を
つ
け
る
。
解
剖
標
本
庫
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
て
。
外
壁
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
貼
。
内
部
は
一
室
の
土
間
で

標
本
を
陳
列
し
た
木
製
棚
を
並
べ
圧
巻
。
病
理
標
本
庫
は
窓
廻
り
に
煉
瓦
を
貼
り
、
簡
素
な
が
ら
も
整
然
と
し
た
意
匠
。
西
面
南
旧

正
門
及
び
煉
瓦
塀
と
北
煉
瓦
塀
は
旧
制
金
沢
医
学
専
門
学
校
時
代
の
貴
重
な
遺
構
で
、
通
り
に
沿
っ
て
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。

石
川
県
金
沢
市

神
奈
川
県
足
柄
下
郡

箱
根
町

世
界
救
世
教
（
せ
か
い
き
ゅ
う
せ
い
き
ょ
う
）
教
祖
の
岡
田
茂
吉
が
造
営
し
た
神
仙
郷
（
し
ん
せ
ん
き
ょ
う
）
内
に
あ
る
茶
室
の
山
月

庵
、
伝
統
芸
能
鑑
賞
用
の
日
光
殿
（
旧
早
雲
寮
）
、
収
集
美
術
品
を
公
開
す
る
箱
根
美
術
館
本
館
、
別
館
及
び
休
憩
所
。
山
月
庵

は
数
寄
屋
大
工
第
三
代
木
村
清
兵
衛
（
せ
い
べ
え
）
に
よ
る
近
代
数
寄
屋
の
佳
品
。
日
光
殿
（
旧
早
雲
寮
）
は
吉
田
五
十
八
設
計

の
旧
広
間
を
増
築
。
床
構
え
付
き
の
大
広
間
を
配
し
て
南
庭
を
望
む
大
規
模
な
戦
後
の
和
風
建
築
。
箱
根
美
術
館
本
館
は
中
央

に
聳
え
る
三
階
塔
屋
に
貴
賓
室
を
設
け
て
景
色
と
共
に
名
品
を
鑑
賞
す
る
。
別
館
は
所
蔵
品
に
合
わ
せ
て
東
洋
趣
味
を
加
え
た
建

物
。
休
憩
所
は
深
い
軒
を
水
平
に
巡
ら
し
、
全
体
に
簡
素
な
意
匠
と
し
て
庭
園
の
眺
望
に
配
慮
。

新
潟
県
新
発
田
市

会
津
街
道
の
赤
谷
（
あ
か
だ
に
）
宿
に
位
置
す
る
旧
家
の
主
屋
と
土
蔵
。
主
屋
は
桁
行
長
大
で
広
間
は
豪
壮
な
梁
組
を
現
す
。
土

蔵
は
重
厚
な
外
観
が
敷
地
内
の
景
観
を
つ
く
る
。
現
在
は
杉
原
家
の
歴
史
を
示
す
展
示
室
と
し
て
活
用
。

新
潟
県
上
越
市

戸
野
目
の
雁
木
通
り
中
央
に
位
置
す
る
地
主
の
屋
敷
。
敷
地
中
央
に
主
屋
、
西
に
離
れ
、
北
に
道
具
蔵
、
南
東
に
温
室
を
配
す
。

主
屋
は
切
妻
屋
根
を
重
ね
た
外
観
が
敷
地
景
観
を
つ
く
る
。
離
れ
は
西
に
縁
を
介
し
て
深
い
土
縁
を
付
し
た
雪
国
ら
し
い
離
れ
。
道

具
蔵
は
土
蔵
2棟
を
曳
家
し
一
体
化
し
た
大
規
模
な
も
の
。
温
室
は
当
主
の
園
芸
趣
味
用
に
建
て
た
も
の
。
ガ
ラ
ス
葺
と
し
た
珍
し
い

外
観
が
屋
敷
景
観
を
つ
く
る
。
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

96
旧
石
川
家
住
宅
主
屋

S4
住
宅

建
築
物

１

97
旧
石
川
家
住
宅
門
及
び
土
塁

S
4頃

住
宅

工
作
物

１

98

旧
第
四
高
等
中
学
校
門
衛
所

M
26
／
T
8
改
修
、

S
42
移
築
、
R
5
改

修

重
要
文
化
財
旧
第
四
高
等
中
学
校
本
館
の
南
西
に
位
置
す
る
門
衛
所
。
本
館
よ
り
2
年
後
の
明
治
2
6年
建
築
。
外
壁
下
見
板
張
と

し
、
上
下
（あ
げ
さ
げ
）窓
を
開
け
た
洋
風
意
匠
で
、
本
館
と
と
も
に
歴
史
的
な
景
観
を
形
成
す
る
。

学
校

建
築
物

１

99
三
浦
家
住
宅
主
屋

S
20
／
S3
2増
築

住
宅

建
築
物

２

10
0
三
浦
家
住
宅
土
蔵

T
5頃
／
S
20
増
築

住
宅

建
築
物

１

10
1
旧
松
亭
（し
ょ
う
て
い
）蔵
座
敷

T
7／
R
3改
修

産
業
3
次

建
築
物

２

10
2
旧
松
亭
土
蔵

M
44
／
R
元
改
修

産
業
3
次

建
築
物

１

10
3
旧
松
亭
稲
荷
社

M
24

産
業
3
次

建
築
物

１

10
4
大
鴈
丸
（お
お
が
ん
ま
る
）家
住
宅
主
屋

M
前
期
／
H
28
改

修
上
吉
田
の
南
東
部
に
位
置
す
る
御
師
（
お
し
）
住
宅
の
主
屋
。
明
治
前
期
の
建
築
で
、
平
屋
建
て
切
妻
造
り
平
入
り
。
式
台
や
整
っ

た
座
敷
を
備
え
、
富
士
講
宿
泊
の
様
相
を
留
め
る
。

住
宅

建
築
物

２

10
5
冨
野
家
住
宅
主
屋

E
後
期
／
S
中
期
改

修
住
宅

建
築
物

２

10
6
冨
野
家
住
宅
中
門

T
前
期

住
宅

工
作
物

１

10
7
旧
料
亭
角
田
（か
く
だ
）主
屋

S
3／
S中
期
改
修

産
業
3
次

建
築
物

２

10
8
旧
料
亭
角
田
脇
門

S3
頃
／
S
30
代
移

築
産
業
3
次

工
作
物

１

10
9
柴
田
家
住
宅
（旧
清
水
家
住
宅
）土
蔵

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
S
5頃
／
H
30
改
修

中
世
城
館
の
椿
（
つ
ば
き
）
城
跡
南
方
の
集
落
に
位
置
す
る
農
家
の
土
蔵
。
下
屋
内
に
は
北
に
味
噌
蔵
、
南
に
外
便
所
を
設
け
る

な
ど
、
農
家
ら
し
い
土
蔵
。

住
宅

建
築
物

１

11
0

迎
賓
館
え
び
す
屋
（旧
望
月
家
住
宅
主
屋
）

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身

延
町
（み
の
ぶ
ち
ょ
う
）
S
7／
R
2改
修

日
蓮
宗
総
本
山
久
遠
寺
の
門
内
（
も
ん
な
い
）
に
位
置
す
る
旧
家
の
洋
館
付
き
和
風
住
宅
。
座
敷
は
西
と
南
に
縁
を
廻
ら
し
ガ
ラ
ス

戸
を
建
て
、
洋
館
は
西
に
出
窓
を
開
け
て
、
庭
園
を
望
む
近
代
和
風
住
宅
。

住
宅

建
築
物

１

11
1
加
茂
神
社
本
殿

慶
應
4（
18
68
）

宗
教

建
築
物

２

11
2
加
茂
神
社
上
屋
（う
わ
や
）

嘉
永
7
（
18
54
）
／

M
7改
修

宗
教

建
築
物

１

11
3
加
茂
神
社
拝
殿
及
び
祝
詞
殿

M
7
／
M
前
期
・
同

18
増
築
、
R
2改
修

宗
教

建
築
物

２

11
4
旅
館
す
ぎ
も
と
松
軒
楼
（し
ょ
う
け
ん
ろ
う
）

長
野
県
松
本
市

S8
／
S
28
・
同
38
・

H
5改
修

松
本
城
北
東
の
美
ケ
原
（
う
つ
く
し
が
は
ら
）温
泉
に
位
置
す
る
旅
館
本
館
。
二
・
三
階
は
高
欄
付
き
の
窓
が
並
び
、
坂
沿
い
の
温
泉

街
の
歴
史
的
景
観
を
形
成
す
る
。

産
業
3
次

建
築
物

１

11
5
前
山
寺
（ぜ
ん
さ
ん
じ
）本
堂

E
中
期
／
E
後
期

改
修

宗
教

建
築
物

１

11
6
前
山
寺
庫
裏

文
政
13
(1
83
0)
／

H
13
改
修

宗
教

建
築
物

１

11
7
前
山
寺
玄
関

E
末
期
／
H
13
改

修
宗
教

建
築
物

２

11
8
前
山
寺
山
門

E
後
期
／
S8
移
築

宗
教

工
作
物

１

11
9
り
ん
ど
う
橋

M
中
期
／
S3
・
H
19

移
築

信
濃
川
水
系
内
村
川
に
架
か
る
人
道
橋
。
ボ
ー
ス
ト
リ
ン
グ
ト
ラ
ス
形
式
の
鋼
製
単
ト
ラ
ス
桁
橋
。
明
治
中
期
に
輸
入
し
た
ド
イ
ツ
国

ハ
ー
コ
ー
ト
社
製
の
貴
重
な
遺
構
。

交
通

土
木

３

長
野
県
上
田
市

上
田
市
南
西
の
独
鈷
山
（
と
っ
こ
さ
ん
）
北
麓
に
位
置
す
る
真
言
宗
寺
院
。
境
内
下
段
に
本
堂
、
庫
裏
及
び
玄
関
、
山
門
を
配
し
、

上
段
に
重
要
文
化
財
の
三
重
塔
が
建
つ
。
本
堂
は
寄
棟
造
り
茅
葺
き
。
唐
破
風
造
り
向
拝
は
雲
竜
彫
刻
で
飾
る
大
型
の
本
堂
。
庫

裏
は
建
ち
の
高
い
妻
面
に
は
三
段
に
重
ね
た
梁
と
束
、
貫
を
現
す
。
玄
関
は
妻
飾
の
大
瓶
束
に
大
振
り
な
笈
形
を
付
す
な
ど
豊
か

な
装
飾
と
格
式
を
備
え
る
。
山
門
は
木
太
く
、
質
実
な
つ
く
り
。
古
刹
の
境
内
の
表
構
え
を
整
え
る
。

山
梨
県
甲
府
市

甲
府
旧
城
下
の
魚
町
通
り
に
位
置
す
る
か
つ
て
の
料
亭
で
蔵
座
敷
、
土
蔵
、
稲
荷
社
か
ら
な
る
。
蔵
座
敷
は
外
壁
は
塗
込
め
て
黒

漆
喰
仕
上
、
黒
檀
（こ
く
た
ん
）
の
框
な
ど
吟
味
し
た
材
を
用
い
る
。
土
蔵
は
か
つ
て
の
家
財
蔵
。
入
隅
に
戸
口
と
窓
が
並
ん
だ
特
徴

あ
る
外
観
。
現
在
は
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
。
稲
荷
社
は
一
間
社
流
造
り
の
屋
敷
神
。
懸
魚
（
げ
ぎ
ょ
）
に
透
彫
り
の
彫
刻
を

付
し
た
華
や
か
な
社
殿
。

山
梨
県
富
士
吉
田
市

上
吉
田
の
中
央
部
西
側
に
位
置
す
る
御
師
住
宅
の
主
屋
と
中
門
。
主
屋
は
平
屋
建
て
切
妻
造
り
妻
入
り
。
座
敷
と
と
も
に
北
東
に

御
神
前
（
ご
し
ん
ぜ
ん
）
を
祀
る
な
ど
御
師
住
宅
の
平
面
を
よ
く
残
す
。
中
門
は
、
簡
素
な
が
ら
も
丁
寧
な
造
り
で
、
御
師
住
宅
の
構

え
を
整
え
る
。

下
吉
田
の
月
江
寺
（
げ
っ
こ
う
じ
）
参
道
に
西
面
す
る
旧
料
亭
の
主
屋
と
脇
門
。
主
屋
は
正
面
に
軒
唐
破
風
に
千
鳥
破
風
を
重
ね
、

座
敷
は
出
節
（
で
ぶ
し
）
の
極
太
床
柱
、
折
上
格
天
井
な
ど
豪
壮
。
欄
間
に
梅
の
透
彫
を
入
れ
て
飾
る
脇
門
と
と
も
に
料
亭
の
華
や

か
さ
を
伝
え
る
。

長
野
県
長
野
市

善
光
寺
の
南
西
に
位
置
す
る
神
社
。
境
内
の
東
西
軸
線
上
に
西
か
ら
上
屋
内
に
本
殿
を
安
置
し
、
祝
詞
殿
、
拝
殿
が
並
ぶ
。
本
殿

は
小
規
模
な
一
間
社
流
れ
造
り
、
板
葺
き
で
軒
唐
破
風
上
部
に
千
鳥
破
風
を
付
す
。
向
拝
中
備
え
に
は
龍
の
彫
刻
を
入
れ
華
や

か
に
飾
る
。
上
屋
は
一
間
社
流
造
り
の
形
式
で
本
格
的
な
つ
く
り
の
覆
屋
。
拝
殿
及
び
祝
詞
殿
は
入
母
屋
造
り
平
入
り
茅
葺
き
（銅

板
仮
葺
き
）で
向
拝
廻
り
を
彫
刻
で
飾
っ
た
華
や
か
な
社
殿
。

金
沢
城
跡
南
東
に
位
置
す
る
退
役
陸
軍
大
佐
の
住
宅
で
主
屋
と
門
及
び
土
塁
か
ら
な
る
。
主
屋
は
正
面
を
幾
何
学
的
意
匠
の
妻

飾
と
出
窓
で
飾
る
上
質
な
和
洋
折
衷
住
宅
。
門
及
び
土
塁
と
と
も
に
昭
和
初
期
開
発
の
住
宅
地
の
景
観
を
留
め
る
。

金
沢
の
東
山
に
位
置
す
る
老
舗
金
箔
製
造
業
者
の
自
邸
で
主
屋
と
土
蔵
。
主
屋
は
昭
和
2
0
年
の
建
築
で
昭
和
3
2
年
の
増
築
東
棟

は
地
元
建
築
家
の
大
屋
兼
太
郎
の
設
計
。
近
代
数
寄
が
加
わ
っ
た
良
質
な
和
風
住
宅
。
土
蔵
は
金
沢
ら
し
く
、
基
礎
を
赤
戸
室
石

の
亀
甲
積
と
し
、
浅
野
川
沿
い
の
景
観
を
つ
く
る
。

石
川
県
金
沢
市
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

12
0
桃
澤
家
住
宅
主
屋

長
野
県
上
伊
那
郡
飯

島
町
（い
い
じ
ま
ま
ち
）
E
後
期
／
M
後
期

増
築
、
S
30
頃
・
R

元
改
修

天
竜
川
沿
い
の
農
村
集
落
に
位
置
す
る
旧
家
の
主
屋
。
切
妻
造
り
平
入
り
鉄
板
葺
き
。
式
台
や
上
座
敷
を
構
え
、
大
規
模
な
切
妻

造
り
屋
根
が
旧
家
の
格
式
を
示
す
。

住
宅

建
築
物

１

12
1
恵
比
寿
屋
原
家
住
宅
主
屋

E
後
期
／
S
中
期
改

修
住
宅

建
築
物

１

12
2
恵
比
寿
屋
原
家
住
宅
土
蔵

E
後
期

住
宅

建
築
物

１

12
3
京
口
屋
墨
矢
家
住
宅
主
屋

M
23
頃
／
S
40
代

改
修

伊
那
街
道
の
宮
田
宿
に
所
在
し
、
旧
料
理
屋
を
営
ん
だ
主
屋
。
二
階
は
通
り
に
面
し
て
座
敷
を
配
し
手
擦
り
を
付
し
、
宿
場
の
賑
わ

い
を
伝
え
る
町
家
。

住
宅

建
築
物

１

12
4
北
の
城
橋

S
34
／
H
20
・
R
4
改

修
天
竜
川
の
伊
那
峡
に
架
か
る
道
路
橋
。
台
風
被
害
後
の
災
害
復
旧
事
業
で
昭
和
3
4
年
に
建
設
。
橋
長
6
0
メ
ー
ト
ル
の
単
径
間
鋼

製
補
剛
吊
橋
で
、
天
竜
川
上
流
に
架
か
る
現
存
最
古
。

交
通

土
木

１

12
5
南
宮
大
社
斎
館
北
棟

S
36

宗
教

建
築
物

２

12
6
南
宮
大
社
斎
館
南
棟

S
36
頃

宗
教

建
築
物

１

12
7
南
宮
大
社
斎
館
御
炊
屋

S
36
頃

宗
教

建
築
物

１

12
8
南
宮
大
社
斎
館
回
廊

S
36
頃

宗
教

建
築
物

１

12
9
古
橋
家
住
宅
主
屋

静
岡
県
静
岡
市

S3
頃
／
S
31
頃
改

修
静
岡
浅
間
神
社
の
北
西
の
市
街
地
に
位
置
す
る
住
宅
の
主
屋
。
南
西
に
切
妻
造
玄
関
ポ
ー
チ
を
付
し
、
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
の
外

観
が
地
域
の
歴
史
的
景
観
を
形
成
す
る
和
洋
折
衷
住
宅
。

住
宅

建
築
物

１

13
0
加
藤
学
園
暁
秀
（ぎ
ょ
う
し
ゅ
う
）初
等
学
校
本

館
静
岡
県
沼
津
市

S
47
／
H
17
・
R
3
改

修
沼
津
駅
北
東
の
市
街
地
に
位
置
す
る
現
役
の
学
校
校
舎
。
設
計
は
槇
総
合
計
画
事
務
所
。
教
室
は
当
初
は
絨
毯
敷
き
の
床
で
可

変
間
仕
切
を
用
い
て
開
放
性
を
高
め
る
な
ど
、
日
本
初
の
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ン
ス
ク
ー
ル
を
実
現
。

学
校

建
築
物

２

13
1
大
橋
酒
店
奥
蔵

M
27
／
H
18
改
修

産
業
3
次

建
築
物

１

13
2
大
橋
酒
店
新
蔵

M
30
／
R
元
改
修

産
業
3
次

建
築
物

１

13
3
匂
阪
（さ
ぎ
さ
か
）家
住
宅
（鶴
屋
本
店
）隠
居

部
屋

T
12

産
業
2
次

建
築
物

２

13
4
匂
阪
家
住
宅
（鶴
屋
本
店
）文
庫
蔵

T
6

産
業
2
次

建
築
物

１

13
5
大
目
（お
お
ま
）神
社
本
殿

愛
知
県
瀬
戸
市

文
化
2(
18
05
)
／

S
52
改
修

赤
津
の
大
目
森
（
お
お
ま
も
り
）
と
呼
ば
れ
る
小
高
い
丘
の
上
に
位
置
す
る
神
社
本
殿
。
三
間
社
流
造
り
銅
板
葺
き
で
、
正
面
柱
間

は
吹
放
ち
、
柱
筋
か
ら
北
に
寄
せ
て
幣
軸
構
え
と
す
る
形
式
で
、
当
地
域
の
特
徴
を
示
す
本
殿
。

宗
教

建
築
物

２

13
6
旧
中
埜
（な
か
の
）半
六
邸
主
屋

M
22
頃
／
S
26
頃
・

H
27
改
修

半
田
運
河
沿
い
に
位
置
し
、
醸
造
業
な
ど
で
栄
え
た
商
家
の
主
屋
。
主
体
部
二
階
は
南
西
に
２
室
続
き
の
座
敷
を
配
し
、
二
畳
床

を
構
え
る
な
ど
大
胆
な
意
匠
と
し
た
上
質
な
近
代
和
風
の
住
宅
。

住
宅

建
築
物

２

13
7
間
瀬
家
住
宅
（作
右
衛
門
屋
敷
）主
屋

M
17
頃
／
S
7
増

築
、
R
5改
修

住
宅

建
築
物

２

13
8
間
瀬
家
住
宅
（作
右
衛
門
屋
敷
）土
蔵

M
中
期

住
宅

建
築
物

１

13
9
鳴
海
杻
（な
る
み
て
が
し
）神
社
本
殿

T
6

宗
教

建
築
物

２

14
0
鳴
海
杻
神
社
祭
文
殿

T
6頃

宗
教

建
築
物

１

14
1
鳴
海
杻
神
社
拝
殿

T
6頃

宗
教

建
築
物

１

14
2
鳴
海
杻
神
社
社
務
所

T
6頃

宗
教

建
築
物

１

14
3
鳴
海
杻
神
社
弁
天
堂

元
治
2(
18
65
)

宗
教

建
築
物

１

14
4
鳴
海
杻
神
社
藩
塀

T
6頃

宗
教

工
作
物

１

静
岡
県
磐
田
市

見
付
宿
（
み
つ
け
じ
ゅ
く
）に
位
置
す
る
酒
屋
の
土
蔵
2
棟
。
商
品
収
蔵
用
の
奥
蔵
は
外
壁
の
腰
を
簓
子
（さ
さ
ら
こ
）
下
見
板
張
り
及

び
海
鼠
壁
。
文
庫
蔵
の
新
蔵
は
外
壁
に
水
切
を
三
段
付
し
、
腰
の
伊
豆
石
張
で
意
匠
を
整
え
る
。
酒
屋
の
屋
敷
構
え
を
形
成
す

る
。

見
付
宿
に
位
置
す
る
味
噌
醤
油
醸
造
元
の
隠
居
部
屋
と
文
庫
蔵
。
隠
居
部
屋
は
座
敷
の
平
書
院
の
下
地
窓
な
ど
瀟
洒
な
意
匠
を

取
入
れ
た
近
代
和
風
住
宅
。
文
庫
蔵
は
1階
は
食
器
、
2階
は
布
団
衣
類
、
3
階
は
文
書
道
具
を
収
納
。
見
付
宿
の
歴
史
的
な
景
観

に
寄
与
す
る
三
階
建
土
蔵
。

愛
知
県
半
田
市

師
崎
（
も
ろ
ざ
き
）
街
道
の
大
川
曲
げ
場
に
面
し
、
廻
船
問
屋
と
材
木
商
で
栄
え
た
商
家
の
主
屋
と
土
蔵
。
主
屋
は
明
治
1
7年
建
築

で
昭
和
7年
増
築
の
座
敷
は
数
寄
屋
造
り
風
。
土
蔵
は
窓
少
な
く
重
厚
な
外
観
と
し
、
旧
家
の
屋
敷
構
え
を
形
成
。

愛
知
県
犬
山
市

犬
山
市
の
五
条
川
南
岸
に
位
置
す
る
式
内
社
。
境
内
北
に
本
堂
が
建
ち
、
南
北
軸
線
上
に
祭
文
殿
、
拝
殿
、
藩
塀
（
ば
ん
ぺ
い
）
、

社
務
所
が
並
び
、
参
道
入
口
の
西
に
弁
天
堂
が
池
沿
い
に
建
つ
。
本
殿
は
正
面
に
千
鳥
破
風
、
向
拝
に
軒
唐
破
風
を
付
す
複
雑

な
屋
根
構
成
。
随
所
に
彫
刻
を
施
し
た
意
匠
優
秀
な
本
殿
。
祭
文
殿
は
南
北
棟
の
前
面
両
脇
に
棟
を
直
交
し
て
東
西
棟
を
付
し
た

変
化
の
あ
る
屋
根
で
、
社
頭
景
観
を
つ
く
る
。
拝
殿
は
四
周
を
吹
放
ち
と
し
た
軽
快
な
建
物
な
が
ら
基
壇
上
に
建
つ
堂
々
た
る
姿
。

社
務
所
は
簡
素
な
意
匠
な
が
ら
、
境
内
入
口
脇
の
景
観
を
引
き
締
め
る
。
弁
天
堂
は
境
内
最
古
の
堂
宇
で
湧
水
池
に
浮
か
ぶ
点

景
。
藩
塀
は
尾
張
地
方
独
特
の
目
隠
し
塀
で
、
境
内
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。

長
野
県
上
伊
那
郡
宮

田
村

伊
那
街
道
の
宮
田
宿
に
所
在
す
る
旧
旅
籠
の
主
屋
と
土
蔵
。
主
屋
は
中
土
間
を
通
し
て
、
南
北
列
に
部
屋
を
配
し
た
大
型
町
家
。

同
時
期
の
土
蔵
と
と
も
に
宿
場
町
の
様
相
を
伝
え
る
。

岐
阜
県
不
破
郡
垂
井

町
南
宮
大
社
境
内
東
端
に
西
面
し
て
建
つ
婚
礼
施
設
の
斎
館
４
棟
。
婚
礼
及
び
披
露
宴
用
の
北
棟
、
着
付
け
や
神
職
の
潔
斎
用
の

南
棟
、
披
露
宴
の
炊
事
用
の
御
炊
屋
、
北
と
南
棟
を
連
絡
し
、
南
庭
を
囲
う
回
廊
か
ら
な
る
。
北
棟
は
、
二
階
を
儀
式
殿
の
間
と
し
、

格
天
井
を
張
り
、
祭
壇
廻
り
を
錺
金
具
で
荘
厳
し
た
華
や
か
な
婚
礼
施
設
。
同
時
期
の
南
棟
は
座
敷
境
の
欄
間
を
透
彫
と
し
、
婚
礼

の
華
や
か
さ
を
演
出
。
御
炊
屋
は
同
規
模
の
部
屋
を
東
西
に
２
室
並
べ
た
炊
事
施
設
。
回
廊
は
西
面
に
開
け
た
連
子
窓
を
開
け
、

斎
館
の
表
構
え
を
整
え
る
。
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

14
5

久
野
（く
の
）家
住
宅
（愛
山
居
）主
屋

T
14
／
S5
頃
増

築
、
同
47
改
修

住
宅

建
築
物

２

14
6
久
野
家
住
宅
（愛
山
居
）門
柱

T
後
期

住
宅

工
作
物

３

14
7
久
野
家
住
宅
（愛
山
居
）庭
門

T
後
期

住
宅

工
作
物

３

14
8
守
隨
家
（し
ゅ
ず
い
け
）住
宅
（旧
山
田
家
住

宅
）石
積
護
岸

T
前
期
／
S
48
・
R
4

改
修

聚
楽
園
公
園
北
西
に
位
置
し
、
実
業
家
が
伊
勢
湾
岸
に
造
成
し
た
埋
立
地
を
囲
う
石
積
の
護
岸
。
目
地
幅
の
広
い
特
徴
的
な
外

観
を
呈
す
る
。
服
部
長
七
の
考
案
に
か
か
る
人
造
石
（
じ
ん
ぞ
う
せ
き
）
工
法
の
貴
重
な
遺
例
。

治
山
治
水

土
木

３

14
9
牛
田
八
幡
社
本
殿

E
中
期

宗
教

建
築
物

２

15
0
牛
田
八
幡
社
覆
殿
（お
お
い
で
ん
）

安
政
3(
18
56
)頃

宗
教

建
築
物

１

15
1
牛
田
八
幡
社
中
殿
及
び
袖
廊

M
42

宗
教

建
築
物

１

15
2
牛
田
八
幡
社
拝
殿

M
15

宗
教

建
築
物

１

15
3
清
風
亭
（せ
い
ふ
う
て
い
）玄
関
棟

T
3
／
S
39
・
H
10
改

修
産
業
3
次

建
築
物

１

15
4
清
風
亭
客
室
棟

T
3
／
S
39
・
H
26
改

修
産
業
3
次

建
築
物

１

15
5
星
家
住
宅
主
屋

三
重
県
伊
賀
市

M
40
頃

上
野
旧
城
下
町
の
辻
角
に
位
置
す
る
主
屋
。
一
階
は
出
隅
に
格
子
を
廻
ら
し
、
二
階
は
真
壁
で
格
子
窓
を
開
け
る
。
角
地
の
入
母

屋
造
り
屋
根
が
目
を
惹
く
町
家
。

住
宅

建
築
物

１

15
6
江
北
（こ
ほ
く
）図
書
館
（旧
伊
香
郡
農
会
庁

舎
）

滋
賀
県
長
浜
市

S
12

木
ノ
本
駅
前
に
位
置
す
る
か
つ
て
の
伊
香
郡
農
会
の
公
会
堂
。
半
円
ア
ー
チ
付
き
縦
長
窓
と
バ
ッ
ト
レ
ス
が
並
ぶ
陰
影
深
い
外
観

が
印
象
的
。
現
在
は
図
書
館
と
し
て
活
用
。

文
化
福
祉

建
築
物

１

15
7
旧
京
都
府
警
察
本
部
本
館
（文
化
庁
京
都
庁

舎
本
館
）

S
3／
R
4改
修

京
都
府
庁
旧
本
館
の
東
に
建
つ
旧
警
察
本
部
本
館
。
タ
イ
ル
貼
り
で
平
滑
に
仕
上
げ
た
簡
明
な
外
観
と
し
つ
つ
、
玄
関
廻
り
内
外

を
ア
ー
チ
や
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
で
飾
り
、
格
調
を
高
め
た
上
質
な
庁
舎
建
築
。

官
公
庁
舎

建
築
物

２

15
8
旧
井
関
家
住
宅
（青
柳
家
住
宅
）主
屋

E
末
期
／
M
中
期
・

R
3改
修

西
陣
の
寺
之
内
通
り
に
北
面
す
る
主
屋
。
南
の
土
間
上
部
を
吹
抜
と
し
た
織
屋
（
お
り
や
）
建
て
形
式
の
平
面
を
残
す
。
西
陣
に

あ
っ
て
江
戸
時
代
の
織
屋
の
様
相
を
示
す
貴
重
な
町
家
。

住
宅

建
築
物

２

15
9
東
福
寺
本
堂

S9
宗
教

建
築
物

２

16
0
東
福
寺
方
丈

M
23
／
M
43
頃
増

築
宗
教

建
築
物

２

16
1
東
福
寺
通
天
台

S
36
頃

宗
教

建
築
物

１

16
2
東
福
寺
庫
裏

M
43

宗
教

建
築
物

１

16
3
東
福
寺
恩
賜
門

M
42

宗
教

工
作
物

２

16
4
東
福
寺
唐
門

M
23
／
M
42
頃
増

築
宗
教

工
作
物

１

16
5
東
福
寺
方
丈
築
地
塀

M
42
頃

宗
教

工
作
物

１

16
6
東
福
寺
通
天
橋
（つ
う
て
ん
き
ょ
う
）

S
36

宗
教

建
築
物

１

16
7
東
福
寺
通
天
橋
北
歩
廊

T
元

宗
教

建
築
物

１

16
8
東
福
寺
通
天
橋
南
歩
廊

M
44
／
S3
8改
修

宗
教

建
築
物

１

16
9
東
福
寺
通
霄
門
（つ
う
し
ょ
う
も
ん
）

S
38

宗
教

工
作
物

１

京
都
府
京
都
市

東
山
に
位
置
す
る
臨
済
宗
東
福
寺
派
大
本
山
寺
院
。
明
治
1
4
年
の
火
災
で
焼
失
し
た
伽
藍
の
再
建
は
、
明
治
2
3
年
の
方
丈
、
唐

門
の
建
立
か
ら
始
め
、
方
丈
を
囲
む
恩
賜
門
及
び
築
地
塀
、
庫
裏
、
通
天
橋
の
南
に
延
び
る
南
歩
廊
、
そ
の
北
に
延
び
る
北
歩
廊

を
建
立
後
、
昭
和
9
年
に
本
堂
が
竣
工
し
た
。
そ
の
後
、
伊
勢
湾
台
風
で
被
災
し
た
通
天
橋
及
び
通
天
台
、
通
霄
門
を
再
建
し
た
。

本
堂
は
、
壇
上
積
基
壇
に
建
つ
一
重
入
母
屋
造
り
本
瓦
葺
き
裳
階
（
も
こ
し
）
付
。
規
模
壮
大
な
近
代
屈
指
の
仏
堂
。
方
丈
は
桁
行

7間
梁
間
4間
半
と
広
大
な
室
中
を
有
す
る
。
規
模
雄
大
で
上
質
な
明
治
期
屈
指
の
方
丈
。
通
天
台
は
通
天
橋
を
眺
め
る
展
望
台
。

小
規
模
な
が
ら
方
丈
北
西
の
姿
を
印
象
付
け
る
。
庫
裏
は
式
台
玄
関
、
脇
玄
関
を
付
し
、
大
規
模
な
切
妻
造
り
屋
根
が
伽
藍
中
枢

の
雄
大
な
景
観
を
つ
く
る
。
恩
賜
門
は
檜
皮
葺
の
唐
門
で
、
設
計
は
亀
岡
末
吉
。
菊
紋
付
扉
を
吊
り
、
繊
細
な
透
彫
で
飾
る
華
麗
な

門
。
唐
門
は
本
瓦
葺
き
で
全
体
に
装
飾
少
な
く
簡
素
な
が
ら
整
っ
た
意
匠
。
方
丈
周
囲
は
折
れ
曲
が
り
総
延
長
7
8
メ
ー
ト
ル
の
築
地

塀
が
廻
り
、
伽
藍
景
観
を
整
え
る
。
通
天
橋
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
橋
脚
を
懸
造
り
状
に
構
築
し
、
上
部
を
歩
廊
と
す
る
。
北
歩
廊

北
東
高
台
に
あ
る
塔
頭
常
楽
庵
を
結
ぶ
登
廊
の
北
歩
廊
、
南
の
本
堂
に
至
る
南
歩
廊
と
と
も
に
木
柄
の
細
い
列
柱
が
、
軽
快
さ
を

演
出
す
る
。
通
霄
門
は
南
歩
廊
の
南
寄
り
に
開
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
木
造
の
混
構
造
の
門
。
歩
廊
と
一
体
と
な
り
、
雄
大
な
伽

藍
景
観
を
つ
く
る
。

愛
知
県
東
海
市

伊
勢
湾
東
岸
の
丘
陵
地
に
建
つ
郊
外
住
宅
で
、
敷
地
内
に
主
屋
と
門
柱
、
庭
門
を
配
す
。
主
屋
の
設
計
は
西
村
伊
作
。
各
階
に

ベ
ラ
ン
ダ
を
配
し
一
階
柱
間
に
ア
ー
チ
を
飾
る
。
独
特
な
外
観
な
ど
に
西
村
ら
し
い
意
匠
が
み
て
と
れ
る
。
門
柱
は
扁
平
な
玉
石
を

用
い
た
独
特
な
意
匠
と
し
、
庭
門
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
擬
木
を
用
い
た
特
異
な
形
式
で
、
敷
地
内
景
観
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
る
。

愛
知
県
知
立
市

東
海
道
沿
い
を
流
れ
る
猿
渡
川
北
岸
に
位
置
す
る
神
社
。
境
内
の
南
北
軸
線
上
に
北
か
ら
本
殿
と
本
殿
を
安
置
す
る
覆
殿
、
中
殿

及
び
袖
廊
、
拝
殿
が
並
ぶ
。
本
殿
は
覆
殿
内
に
あ
る
一
間
社
流
造
り
こ
け
ら
葺
き
。
軸
部
や
組
物
に
塗
装
、
彩
色
を
残
し
、
整
っ
た

意
匠
と
す
る
。
覆
殿
は
、
入
母
屋
造
り
桟
瓦
葺
き
、
正
面
に
一
間
向
拝
を
付
す
。
本
格
的
な
本
殿
形
式
の
構
成
に
な
る
覆
殿
。
中
殿

及
び
袖
廊
は
Ｔ
字
平
面
で
正
面
の
虹
梁
廻
り
や
妻
飾
に
、
龍
や
虎
、
鶴
の
彫
刻
を
密
度
高
く
配
す
る
。
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
桟
瓦

葺
き
で
南
面
の
虹
梁
上
や
組
物
間
な
ど
彫
刻
で
飾
っ
た
華
や
か
な
拝
殿
。

三
重
県
名
張
市

名
張
市
街
地
南
方
の
鍛
冶
町
に
あ
る
料
理
旅
館
の
玄
関
棟
と
客
室
棟
。
通
り
に
面
し
た
玄
関
棟
は
、
格
子
構
え
の
外
観
が
通
り
の

景
観
を
つ
く
る
。
名
張
川
沿
い
に
面
す
る
座
敷
棟
は
二
階
を
大
人
数
の
宴
席
も
対
応
可
能
な
広
間
と
し
、
時
代
相
を
示
す
。
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

17
0
立
売
堀
（い
た
ち
ぼ
り
）ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

S
3／
S中
期
改
修

四
つ
橋
筋
に
東
面
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
。
外
観
は
柱
形
が
垂
直
性
を
高
め
、
柱
頭
に
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
風
レ
リ
ー
フ
を
配
す
。
大
正
後
期

に
拡
幅
し
た
四
つ
橋
筋
の
歴
史
的
な
景
観
を
つ
く
る
。

産
業
3
次

建
築
物

１

17
1
大
阪
ガ
ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
北
館

S
41
／
H
18
改
修

御
堂
筋
に
面
し
、
安
井
武
雄
設
計
の
南
館
（
昭
和
8年
竣
工
）
の
増
築
棟
。
大
胆
に
変
更
し
た
柱
割
が
新
旧
の
区
別
と
全
体
の
調
和

を
生
み
つ
つ
、
端
正
な
南
館
の
意
匠
を
継
承
す
る
。
御
堂
筋
の
象
徴
的
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
。

産
業
3
次

建
築
物

２

17
2
御
堂
（み
ど
う
）ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

S
40

御
堂
筋
と
本
町
通
の
交
差
点
角
に
建
つ
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
。
設
計
は
竹
中
工
務
店
設
計
部
。
単
窓
を
繰
返
し
た
壁
面
に
茶
、
灰
、
土
の

３
色
の
磁
器
タ
イ
ル
貼
で
格
調
高
い
外
観
に
仕
上
げ
る
。

産
業
3
次

建
築
物

２

17
3

河
野
家
（か
わ
の
け
）住
宅
主
屋

嘉
永
4(
18
51
)／
M

後
期
増
築
、
S
前

期
・同
55
頃
改
修

住
宅

建
築
物

１

17
4
河
野
家
住
宅
表
門
及
び
座
敷

E
末
期
／
M
後
期

増
築

住
宅

建
築
物

１

17
5
河
野
家
住
宅
表
土
蔵

E
末
期

住
宅

建
築
物

１

17
6
河
野
家
住
宅
裏
土
蔵
西
棟

E
末
期

住
宅

建
築
物

１

17
7
河
野
家
住
宅
裏
土
蔵
東
棟

E
末
期
／
M
後
期

改
修

住
宅

建
築
物

１

17
8
河
野
家
住
宅
裏
門

E
末
期
／
M
後
期

改
修

住
宅

建
築
物

１

17
9
三
好
家
住
宅
主
屋

大
阪
府
南
河
内
郡
太

子
町

天
保
3
（
18
32
）
／

M
中
期
増
築

叡
福
寺
南
大
門
の
南
東
に
位
置
す
る
医
家
の
主
屋
。
東
面
中
央
に
式
台
を
構
え
、
差
鴨
居
上
に
家
紋
付
蟇
股
を
飾
り
、
医
家
の
格

式
を
伝
え
る
。

住
宅

建
築
物

２

18
0
旧
尼
崎
市
立
高
等
女
学
校
校
舎
(尼
崎
市
立

歴
史
博
物
館
・尼
崎
市
立
成
良
中
学
校
琴
城

分
校
)

S
13
／
S
41
・
R
2
改

修
学
校

建
築
物

１

18
1
旧
尼
崎
市
立
高
等
女
学
校
校
門

S
2／
R
2改
修

学
校

工
作
物

１

18
2
西
正
寺
（さ
い
し
ょ
う
じ
）本
堂

享
保
7(
17
22
)／
E

後
期
増
築

JR
塚
口
駅
南
東
に
位
置
す
る
浄
土
真
宗
寺
院
の
本
堂
。
平
面
は
中
規
模
真
宗
本
堂
の
典
型
で
角
柱
を
１
間
毎
に
配
す
る
な
ど
古

式
。
集
落
の
中
心
寺
院
と
し
て
歴
史
的
な
景
観
を
形
成
。

宗
教

建
築
物

１

18
3

箟
家
（や
の
け
）住
宅
主
屋

天
保
9(
18
38
)／
弘

化
2(
18
45
)
・
T
12

増
築
、
S6
1改
修

住
宅

建
築
物

１

18
4
箟
家
住
宅
衣
装
蔵

T
7

住
宅

建
築
物

１

18
5
箟
家
住
宅
格
子
の
間

M
後
期
／
T
7
頃
改

修
住
宅

建
築
物

１

18
6
箟
家
住
宅
穀
物
蔵

M
後
期
／
T
7
頃
改

修
住
宅

建
築
物

１

18
7
箟
家
住
宅
炭
納
屋

M
後
期
／
T
7
頃
改

修
、
S3
0代
増
築

住
宅

建
築
物

１

18
8
箟
家
住
宅
納
屋

M
後
期

住
宅

建
築
物

１

18
9
箟
家
住
宅
米
蔵

M
後
期

住
宅

建
築
物

１

19
0
箟
家
住
宅
長
屋
門

M
38
／
T
後
期
改

修
住
宅

建
築
物

１

19
1
箟
家
住
宅
北
東
塀

T
後
期

住
宅

工
作
物

１

19
2
箟
家
住
宅
南
西
塀

M
後
期

住
宅

工
作
物

１

兵
庫
県
伊
丹
市

御
願
塚
（
ご
が
づ
か
）古
墳
の
北
に
位
置
す
る
旧
家
の
屋
敷
。
敷
地
北
寄
り
に
南
面
し
て
主
屋
を
建
て
、
方
形
の
敷
地
を
囲
う
よ
う
に

北
辺
に
衣
装
蔵
、
格
子
の
間
、
穀
物
蔵
、
炭
納
屋
を
並
べ
、
東
辺
及
び
南
辺
に
納
屋
、
米
蔵
、
長
屋
門
を
建
て
、
こ
の
間
を
繋
ぐ
よ

う
に
北
東
塀
と
南
西
塀
を
道
に
面
し
て
建
て
、
敷
地
周
囲
を
画
す
。
主
屋
は
つ
し
二
階
建
入
母
屋
造
り
桟
瓦
葺
き
。
南
面
に
式
台
を

構
え
た
大
規
模
な
主
屋
で
集
落
の
歴
史
を
物
語
る
。
衣
装
蔵
は
護
岸
上
に
延
石
を
置
い
て
基
礎
と
し
、
外
壁
は
漆
喰
塗
で
二
階
窓

下
ま
で
杉
板
を
目
板
張
と
す
る
。
格
子
の
間
、
穀
物
蔵
は
本
瓦
葺
の
土
蔵
で
、
桟
瓦
葺
の
炭
納
屋
と
棟
高
を
変
え
つ
つ
連
続
し
、
敷

地
北
辺
の
景
観
を
つ
く
る
。
敷
地
南
東
隅
に
建
つ
米
蔵
、
軒
下
を
作
業
用
の
犬
走
と
し
た
納
屋
、
長
屋
門
が
旧
家
の
表
構
え
を
整

え
る
。
北
東
塀
と
明
治
後
期
の
南
西
塀
が
、
通
り
に
面
し
て
建
ち
集
落
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。

大
阪
府
大
阪
市

大
阪
府
和
泉
市

松
尾
川
沿
い
の
農
村
集
落
に
位
置
す
る
旧
家
の
屋
敷
。
敷
地
中
央
北
寄
り
に
主
屋
を
南
面
し
て
建
て
、
通
り
に
沿
っ
た
東
辺
に
主

屋
と
同
時
期
建
築
の
表
門
及
び
座
敷
、
表
土
蔵
、
裏
門
、
北
辺
に
裏
土
蔵
東
棟
、
西
棟
を
配
す
。
主
屋
は
茅
葺
（
鉄
板
仮
葺
）
の
大

和
棟
。
式
台
や
広
い
仏
間
な
ど
旧
家
の
格
式
を
備
え
、
大
規
模
で
豪
壮
な
民
家
。
表
門
及
び
座
敷
は
長
屋
門
で
、
南
に
男
部
屋
と

座
敷
を
有
す
る
。
表
土
蔵
は
家
財
蔵
腰
に
海
鼠
壁
を
張
り
、
重
厚
に
み
せ
る
。
裏
土
蔵
西
棟
は
衣
装
や
布
団
を
収
納
す
る
土
蔵
。

窓
少
な
く
閉
鎖
的
で
、
裏
土
蔵
東
棟
は
家
財
蔵
。
軒
に
鉢
巻
を
廻
ら
し
、
東
妻
は
腰
を
海
鼠
壁
と
す
る
。
裏
門
は
北
妻
に
桟
瓦
葺
下

屋
を
付
し
て
門
口
と
し
、
通
り
に
面
し
て
旧
家
の
屋
敷
構
え
を
整
え
る
。

兵
庫
県
尼
崎
市

尼
崎
城
本
丸
跡
に
位
置
す
る
旧
女
学
校
校
舎
と
校
門
。
校
舎
は
装
飾
を
抑
え
つ
つ
、
中
央
部
の
車
寄
庇
は
太
い
円
柱
で
支
え
る

な
ど
外
観
を
特
徴
づ
け
る
。
市
内
で
数
少
な
い
戦
前
期
の
校
舎
で
城
内
地
区
の
象
徴
的
存
在
。
校
門
は
表
面
を
粗
く
仕
上
げ
た
石

貼
と
し
、
重
厚
な
外
観
が
城
内
地
区
に
位
置
す
る
学
校
の
風
格
を
示
す
。
現
在
は
博
物
館
、
中
学
校
分
校
と
し
て
活
用
。
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

19
3

篠
山
小
学
校
一
号
棟

S
28
／
S
30
増
築
、

H
14
・同
26
改
修

学
校

建
築
物

１

19
4
篠
山
小
学
校
二
号
棟

S
30
／
H
11
・
同
26

改
修

学
校

建
築
物

１

19
5
篠
山
小
学
校
三
号
棟

S
29
／
H
11
・
同
26

改
修

学
校

建
築
物

１

19
6
篠
山
小
学
校
四
号
棟

S
28
／
H
10
・
同
26

改
修

学
校

建
築
物

１

19
7
篠
山
小
学
校
五
号
棟

S
27
／
S
60
・
H
26

改
修

学
校

建
築
物

１

19
8
篠
山
小
学
校
講
堂

S
10
／
S
中
期
・

H
26
改
修

学
校

建
築
物

２

19
9
井
上
家
住
宅
主
屋

嘉
永
6(
18
53
)
／

S
40
代
改
修

住
宅

建
築
物

１

20
0
井
上
家
住
宅
穀
蔵

E
末
期

住
宅

建
築
物

１

20
1
井
上
家
住
宅
中
蔵

E
末
期

住
宅

建
築
物

１

20
2
井
上
家
住
宅
帳
面
蔵

E
後
期

住
宅

建
築
物

１

20
3
井
上
家
住
宅
門

E
末
期

住
宅

工
作
物

１

20
4
手
貝
町
会
所

奈
良
県
奈
良
市

S
14
／
S
51
・
H
13

改
修

東
大
寺
転
害
門
（て
が
い
も
ん
）の
北
の
住
宅
地
に
建
つ
集
会
所
。
内
部
は
4
0
畳
の
広
間
を
有
し
、
地
域
住
民
が
親
し
む
集
会
所
。
文
化
福
祉

建
築
物

１

20
5
旧
増
岡
家
住
宅
主
屋

M
36
／
H
29
改
修

住
宅

建
築
物

１

20
6
旧
増
岡
家
住
宅
離
れ

S
前
期
／
H
29
改

修
住
宅

建
築
物

１

20
7
旧
増
岡
家
住
宅
内
蔵

S
前
期

住
宅

建
築
物

１

20
8
旧
増
岡
家
住
宅
外
蔵

M
後
期

住
宅

建
築
物

１

20
9
志
磨
神
社
拝
殿

S
19
／
S4
2改
修

宗
教

建
築
物

２

21
0
志
磨
神
社
手
水
（て
み
ず
）舎

S
19

宗
教

工
作
物

１

21
1
志
磨
神
社
神
門
及
び
袖
塀

S
19

宗
教

工
作
物

１

21
2
多
井
家
住
宅
主
屋
（旧
吉
田
家
住
宅
離
れ
）

S
24
／
S3
0代
増
築

住
宅

建
築
物

２

21
3
多
井
家
住
宅
（旧
吉
田
家
住
宅
）茶
室

S
24
／
S4
0代
改
修

住
宅

建
築
物

２

21
4
旧
大
石
家
住
宅
主
屋

和
歌
山
県
海
南
市

E
末
期
／
R
4改
修

塩
津
港
で
廻
船
業
を
営
ん
で
い
た
商
家
の
主
屋
。
表
側
奥
を
座
敷
と
し
間
口
半
間
の
床
の
間
を
設
け
る
。
建
ち
の
低
い
外
観
が
地

域
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
町
家
。

住
宅

建
築
物

１

21
5
岡
本
家
住
宅
主
屋

寛
政
4(
17
92
)
／

R
4改
修

住
宅

建
築
物

１

21
6
岡
本
家
住
宅
離
れ

S
40
頃

住
宅

建
築
物

１

21
7
岡
本
家
住
宅
土
蔵

S
37

住
宅

建
築
物

１

21
8
岡
本
家
住
宅
長
屋
門

E
末
期

住
宅

建
築
物

１

奈
良
県
宇
陀
市

宇
陀
松
山
旧
城
下
町
で
か
つ
て
醤
油
醸
造
を
営
ん
だ
商
家
の
主
屋
、
そ
の
背
後
に
建
つ
離
れ
と
土
蔵
2
棟
。
主
屋
は
二
階
建
て
切

妻
造
り
平
入
桟
瓦
葺
き
。
正
面
は
格
子
と
黒
漆
喰
の
虫
籠
窓
（
む
し
こ
ま
ど
）
と
し
出
桁
で
軒
を
深
く
出
す
。
離
れ
は
ガ
ラ
ス
戸
が
並

ぶ
開
放
的
な
外
観
。
敷
地
中
央
に
建
つ
内
蔵
は
家
財
蔵
で
、
離
れ
と
一
体
で
敷
地
中
央
の
景
観
を
形
成
。
外
蔵
は
味
噌
蔵
と
米

蔵
の
2棟
を
一
体
と
し
た
土
蔵
で
、
敷
地
外
郭
を
な
す
。
現
在
は
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
。

和
歌
山
県
和
歌
山
市

和
歌
山
城
北
東
の
中
ノ
島
に
位
置
す
る
式
内
社
の
拝
殿
、
手
水
舎
及
び
神
門
。
拝
殿
は
境
内
北
東
に
位
置
す
る
入
母
屋
造
り
平

入
銅
板
葺
き
。
蟇
股
や
虹
梁
絵
様
な
ど
整
っ
た
意
匠
の
拝
殿
。
参
道
脇
に
西
面
す
る
手
水
舎
は
方
一
間
、
切
妻
造
り
桟
瓦
葺
き
。

簡
素
な
が
ら
洗
練
さ
れ
た
意
匠
。
神
門
及
び
袖
塀
は
参
道
正
面
に
建
つ
。
神
門
は
一
間
一
戸
の
四
脚
門
で
、
袖
塀
は
連
子
格
子

で
腰
板
壁
と
す
る
。
整
っ
た
意
匠
を
も
つ
神
門
で
袖
塀
と
と
も
に
境
内
の
景
観
を
つ
く
る
。

和
歌
の
浦
に
疎
開
し
た
医
院
の
旧
離
れ
と
茶
室
。
離
れ
は
東
側
座
敷
を
下
地
窓
風
の
丸
窓
と
す
る
な
ど
、
数
寄
屋
風
意
匠
と
す
る

戦
後
の
良
質
な
和
風
住
宅
。
茶
室
は
開
放
的
と
し
つ
つ
、
天
井
に
網
代
や
杉
皮
な
ど
多
彩
な
材
料
を
用
い
、
控
え
目
な
が
ら
繊
細

な
つ
く
り
。

和
歌
山
県
橋
本
市

岩
湧
山
（
い
わ
わ
き
さ
ん
）
南
斜
面
の
農
村
に
所
在
す
る
旧
家
の
屋
敷
。
敷
地
北
寄
り
に
東
面
し
て
主
屋
が
建
ち
、
西
に
離
れ
と
土

蔵
、
南
に
長
屋
門
が
位
置
す
る
。
主
屋
は
軸
部
木
太
い
、
大
規
模
な
民
家
。
離
れ
は
二
室
続
き
の
座
敷
を
有
す
る
。
土
蔵
は
重
厚

な
外
観
で
、
主
屋
と
一
体
と
な
っ
て
敷
地
景
観
を
つ
く
る
。
長
屋
門
は
内
部
は
東
寄
り
に
高
く
天
井
を
張
っ
た
通
路
を
設
け
、
間
口
大

き
く
旧
家
の
表
構
え
を
整
え
る
。

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市

篠
山
城
跡
三
の
丸
に
位
置
す
る
小
学
校
の
現
役
校
舎
。
昭
和
2
7
年
か
ら
3
0
年
に
建
築
し
た
一
号
か
ら
五
号
の
木
造
二
階
建
て
切

妻
造
り
桟
瓦
葺
き
東
西
棟
の
木
造
校
舎
と
昭
和
1
0
年
建
築
の
鉄
骨
造
平
屋
建
て
人
工
ス
レ
ー
ト
葺
き
南
北
棟
の
講
堂
。
一
号
棟
は

敷
地
北
側
に
位
置
し
、
中
央
に
玄
関
を
設
け
る
。
防
火
壁
を
挟
ん
で
東
側
は
昭
和
2
8
年
建
築
で
、
西
側
は
昭
和
3
0
年
の
増
築
。
東

側
は
南
面
を
上
下
階
を
通
し
、
同
時
期
の
四
号
棟
と
は
異
な
り
、
出
窓
が
壁
面
全
体
と
し
な
い
の
が
特
徴
。
二
号
棟
は
南
面
を
横
連

窓
と
し
開
口
を
大
き
く
し
、
窓
間
と
腰
を
横
板
張
と
す
る
。
三
号
棟
は
南
面
を
横
連
窓
で
開
口
大
き
く
、
窓
間
と
腰
を
横
板
張
と
す
る
。

四
号
棟
は
南
面
に
一
列
柱
を
立
て
出
窓
を
つ
く
る
。
窓
は
横
長
窓
で
欄
間
も
開
け
て
大
き
な
開
口
を
確
保
す
る
。
五
号
棟
は
南
面

に
柱
を
上
下
階
に
通
し
て
二
列
立
て
出
窓
と
す
る
。
窓
は
欄
間
付
の
横
連
窓
で
、
窓
下
は
引
出
収
納
と
す
る
。
い
ず
れ
も
創
意
が
現

れ
た
戦
後
復
興
期
の
学
校
建
築
。
講
堂
は
外
壁
は
モ
ル
タ
ル
リ
シ
ン
仕
上
げ
で
腰
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
貼
り
、
妻
壁
に
起
工
年
で

あ
る
昭
和
9年
の
皇
紀
を
示
す
。
控
え
目
な
が
ら
整
っ
た
意
匠
。

兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用

町
佐
用
町
（
さ
よ
う
ち
ょ
う
）福
吉
の
三
叉
路
南
西
に
位
置
す
る
旧
家
の
屋
敷
。
敷
地
中
央
に
南
面
す
る
主
屋
の
北
に
穀
物
蔵
、
中
蔵
、

帳
面
蔵
を
建
て
、
敷
地
南
辺
に
門
を
開
け
る
。
主
屋
は
寄
棟
造
り
茅
葺
き
（鉄
板
仮
葺
き
）。
南
面
西
寄
り
に
式
台
を
構
え
た
大
型
民

家
で
地
域
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。
敷
地
背
面
の
一
段
上
が
っ
た
場
所
に
穀
蔵
と
家
財
蔵
の
中
蔵
が
建
ち
、
北
西
に
帳
面
蔵
が

位
置
し
、
敷
地
景
観
を
つ
く
る
。
門
は
主
屋
と
同
時
期
建
築
の
腕
木
門
。
東
西
端
の
南
に
屋
根
付
袖
壁
を
付
し
た
独
特
な
構
え
。
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

21
9
辻
慶
進
堂
店
舗
兼
主
屋

S
27
／
S5
0代
改
修

産
業
3
次

建
築
物

２

22
0
辻
慶
進
堂
離
れ

S
37

産
業
3
次

建
築
物

２

22
1
辻
慶
進
堂
土
蔵

S4
産
業
3
次

建
築
物

１

22
2
旧
国
鉄
紀
勢
西
線
紀
伊
湯
浅
駅
本
屋

和
歌
山
県
有
田
郡
湯

浅
町

S2
／
S
35
増
築
、

R
5改
修

湯
浅
の
市
街
地
南
東
に
位
置
す
る
旧
駅
舎
。
外
壁
に
縦
長
上
下
窓
を
並
べ
、
戦
前
期
の
駅
舎
建
築
の
様
相
を
伝
え
る
洋
風
駅

舎
。
現
在
は
湯
浅
町
が
所
有
し
、
飲
食
・
物
販
施
設
と
し
て
活
用
。

交
通

建
築
物

１

22
3

興
禅
寺
庫
裏

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡

上
富
田
町
（に
し
む
ろ

ぐ
ん
か
み
と
ん
だ
ち
ょ

う
）

天
保
2(
18
31
)／
S

後
期
改
修

富
田
川
南
岸
の
高
台
に
位
置
す
る
臨
済
宗
寺
院
の
庫
裏
。
正
面
妻
は
連
子
窓
を
開
け
、
海
老
虹
梁
を
架
け
る
。
軸
部
木
太
く
規
模

雄
大
な
庫
裏
。

宗
教

建
築
物

１

22
4
宇
倍
神
社
本
殿

M
31
／
M
41
改
修

宗
教

建
築
物

２

22
5
宇
倍
神
社
拝
殿

M
17
／
H
11
改
修

宗
教

建
築
物

２

22
6
宇
倍
神
社
透
塀

T
11
／
S
前
期
・
同

48
改
修

宗
教

工
作
物

１

22
7
宇
倍
神
社
神
門

T
4／
S
前
期
改
修

宗
教

工
作
物

１

22
8
加
知
彌
（か
ち
み
）神
社
本
殿

文
政
13
(1
83
0)
／

S
38
改
修

宗
教

建
築
物

１

22
9
加
知
彌
神
社
拝
殿

T
10
／
S
中
期
改
修

宗
教

建
築
物

１

23
0
加
知
彌
神
社
随
神
門

文
政
13
(1
83
0)
／
S

中
期
改
修

宗
教

工
作
物

１

23
1
杉
谷
神
社
本
殿

T
4／
S
25
改
修

宗
教

建
築
物

１

23
2
杉
谷
神
社
拝
殿
及
び
幣
殿

T
5

宗
教

建
築
物

１

23
3
中
原
家
住
宅
主
屋

文
化
6(
18
09
)
／

S
15
頃
増
築

住
宅

建
築
物

１

23
4
中
原
家
住
宅
新
座
敷

E
末
期

住
宅

建
築
物

２

23
5
中
原
家
住
宅
道
具
蔵

寛
政
5(
17
93
)

住
宅

建
築
物

１

23
6
中
原
家
住
宅
門
及
び
塀

文
化
5(
18
08
)／
T

後
期
改
修

住
宅

工
作
物

１

23
7
長
鋪
（な
が
し
き
）家
住
宅
主
屋

E
末
期
／
T
前
期
・

S
49
改
修

住
宅

建
築
物

１

23
8
長
鋪
家
住
宅
内
蔵

E
末
期

住
宅

建
築
物

１

23
9
長
鋪
家
住
宅
内
門

T
前
期

住
宅

工
作
物

１

島
根
県
邑
智
郡
美
郷

町
（お
お
ち
ぐ
ん
み
さ
と

ち
ょ
う
）

江
の
川
東
岸
の
集
落
に
位
置
す
る
旧
家
の
屋
敷
。
南
北
に
長
い
敷
地
中
央
に
西
面
す
る
主
屋
と
南
庭
を
囲
っ
て
新
座
敷
と
門
及

び
塀
、
道
具
蔵
を
配
す
る
。
主
屋
は
西
面
に
式
台
と
庇
付
玄
関
を
構
え
、
南
東
に
二
階
建
の
角
屋
を
延
ば
す
。
北
を
土
間
と
し
上
部

に
太
い
梁
組
を
現
し
、
南
の
床
上
は
南
西
に
床
を
構
え
た
座
敷
を
配
す
。
大
規
模
で
旧
家
の
風
格
を
示
す
。
離
れ
は
江
戸
末
期
の

建
築
で
、
賓
客
用
の
座
敷
棟
。
角
座
敷
を
池
に
張
出
し
、
全
体
に
矩
折
れ
の
平
面
。
二
階
座
敷
な
ど
瀟
洒
な
つ
く
り
。
土
蔵
は
家
財

蔵
で
、
桁
行
長
大
な
土
蔵
で
重
厚
な
外
観
。
門
及
び
塀
は
建
築
で
、
主
屋
と
道
具
蔵
の
間
に
建
ち
、
門
口
に
吊
る
板
戸
を
外
開
き

と
し
た
珍
し
い
。
旧
家
の
風
格
あ
る
屋
敷
構
を
整
え
る
。

岡
山
県
笠
岡
市

神
島
北
東
、
旧
塩
田
を
望
む
高
台
に
位
置
す
る
旧
家
の
屋
敷
で
、
敷
地
北
に
南
面
す
る
主
屋
、
庭
の
出
入
り
口
の
内
門
、
内
蔵
か

ら
な
る
。
主
屋
は
江
戸
末
期
の
建
築
で
、
西
寄
り
を
入
母
屋
造
り
本
瓦
葺
き
で
三
方
に
下
屋
を
付
し
て
錣
（
し
こ
ろ
）葺
き
風
。
南
庭
に

面
し
て
軒
を
二
軒
と
す
る
な
ど
上
質
な
つ
く
り
の
主
屋
。
内
蔵
は
一
階
が
穀
倉
、
二
階
が
家
財
蔵
。
外
壁
を
漆
喰
塗
仕
上
で
出
隅
と

二
階
腰
を
海
鼠
壁
と
す
る
。
内
門
は
東
面
す
る
一
間
一
戸
の
薬
医
門
。
丁
寧
な
つ
く
り
の
門
で
旧
家
の
格
を
示
す
。

和
歌
山
県
紀
の
川
市

重
要
文
化
財
旧
名
手
本
陣
の
向
か
い
、
大
和
街
道
に
北
面
し
て
建
つ
印
刷
業
の
店
舗
兼
主
屋
、
離
れ
及
び
土
蔵
。
主
屋
は
正
面

両
袖
に
大
規
模
な
卯
建
壁
を
設
け
、
二
階
洋
室
は
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
の
左
右
に
床
と
棚
を
組
合
わ
せ
る
な
ど
独
特
な
和
洋
折
衷
の

町
家
。
離
れ
は
隠
居
所
で
座
敷
は
船
底
天
井
を
張
る
な
ど
数
寄
屋
風
意
匠
と
す
る
。
土
蔵
は
道
具
蔵
で
離
れ
と
と
も
に
屋
敷
構
え

を
構
成
。

鳥
取
県
鳥
取
市

稲
葉
山
西
南
麓
に
位
置
す
る
因
幡
国
（
い
な
ば
の
く
に
）
一
宮
で
、
本
殿
、
幣
殿
及
び
拝
殿
、
神
門
が
軸
線
上
に
並
び
、
幣
殿
か
ら

延
び
る
透
塀
が
本
殿
を
囲
う
。
本
殿
は
東
面
す
る
切
妻
造
り
平
入
り
檜
皮
葺
き
。
全
体
に
装
飾
を
抑
え
、
扉
に
菊
紋
を
付
し
て
荘
厳

し
た
本
殿
。
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
妻
入
り
檜
皮
葺
き
。
錺
金
具
（
か
ざ
り
か
な
ぐ
）
以
外
は
、
全
体
に
装
飾
を
抑
え
た
端
正
な
意
匠
。

透
塀
は
幣
殿
両
脇
か
ら
後
方
に
延
び
て
本
殿
を
囲
い
、
本
殿
と
一
体
と
な
っ
て
境
内
の
景
観
を
つ
く
る
。
神
門
は
切
妻
造
り
檜
皮
葺

き
。
か
つ
て
一
円
と
五
円
の
紙
幣
図
柄
と
な
っ
た
門
で
優
美
な
起
り
屋
根
が
宇
部
神
社
の
景
観
を
特
徴
づ
け
る
。

鹿
野
（し
か
の
）城
跡
北
方
に
位
置
す
る
式
内
社
の
本
殿
、
拝
殿
及
び
随
神
門
。
本
殿
は
切
妻
造
り
妻
入
り
銅
板
葺
き
で
内
外
陣
の

前
方
一
間
を
吹
放
ち
、
さ
ら
に
正
面
に
広
い
柱
間
で
唐
破
風
造
り
の
一
間
向
拝
を
付
す
。
大
規
模
で
独
特
な
存
在
感
を
示
す
本

殿
。
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
銅
板
葺
き
。
大
振
り
な
唐
破
風
の
向
拝
な
ど
、
本
殿
の
形
式
と
呼
応
す
る
拝
殿
。
境
内
入
口
に
東
面
し
て

建
つ
随
神
門
は
棟
通
り
を
東
面
側
に
寄
せ
た
変
則
的
な
八
脚
門
形
式
。
東
間
は
吹
放
ち
の
土
間
に
天
井
を
張
り
随
神
の
礼
拝
場
と

し
た
特
徴
的
な
つ
く
り
。

干
拓
地
の
日
光
の
集
落
東
の
丘
上
に
所
在
す
る
神
社
本
殿
、
幣
殿
及
び
拝
殿
。
本
殿
は
一
間
社
流
造
り
銅
板
葺
き
で
、
全
体
に

装
飾
少
な
く
簡
素
に
ま
と
め
る
。
設
計
書
も
備
え
近
代
の
社
殿
造
営
の
様
相
を
伝
え
る
。
拝
殿
及
び
幣
殿
は
入
母
屋
造
り
妻
入
り
桟

瓦
葺
き
で
本
殿
に
向
か
う
背
面
上
段
に
弊
殿
を
張
出
す
。
本
殿
と
一
体
的
に
境
内
景
観
を
形
成
す
る
。
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

24
0
山
成
酒
造
店
舗
兼
主
屋

M
15
／
H
4改
修

産
業
2
次

建
築
物

１

24
1
山
成
酒
造
離
れ
座
敷

T
4

産
業
2
次

建
築
物

２

24
2
山
成
酒
造
内
蔵

M
後
期
／
S
中
期

改
修

産
業
2
次

建
築
物

１

24
3
山
成
酒
造
蔵

M
前
期

産
業
2
次

建
築
物

１

24
4
山
成
酒
造
東
仕
込
蔵

M
前
期
／
T
後
期

増
築

産
業
2
次

建
築
物

１

24
5
山
成
酒
造
西
仕
込
蔵

M
前
期
／
S
中
期

増
築

産
業
2
次

建
築
物

１

24
6
林
家
住
宅
主
屋

広
島
県
福
山
市

M
中
期

鞆
城
跡
北
東
の
角
地
に
位
置
し
、
か
つ
て
醸
造
業
や
廻
船
業
で
栄
え
た
商
家
の
町
家
。
二
階
壁
面
は
広
い
縁
取
り
の
木
瓜
形

（も
っ
こ
う
が
た
）虫
籠
窓
を
並
べ
て
腰
を
海
鼠
壁
と
す
る
な
ど
豪
壮
な
意
匠
の
町
家
。

住
宅

建
築
物

１

24
7
明
覚
寺
本
堂

S
3／
R
2移
築

宗
教

建
築
物

２

24
8
明
覚
寺
鐘
堂

M
25
／
S
中
期
改

修
宗
教

建
築
物

１

24
9
明
覚
寺
山
門

M
2

宗
教

工
作
物

１

25
0
中
野
家
住
宅
店
舗
兼
主
屋

M
中
期
／
S
22
頃
・

H
5改
修

産
業
3
次

建
築
物

１

25
1
中
野
家
住
宅
内
蔵

M
中
期

産
業
3
次

建
築
物

１

25
2
中
野
家
住
宅
離
れ

T
後
期
／
S
4
頃
増

築
産
業
3
次

建
築
物

１

25
3
中
野
家
住
宅
茶
室

T
後
期

産
業
3
次

建
築
物

２

25
4
中
野
家
住
宅
穀
物
蔵

E
後
期

産
業
3
次

建
築
物

１

25
5
中
野
家
住
宅
米
蔵

M
中
期

産
業
3
次

建
築
物

１

25
6
中
野
家
住
宅
衣
装
蔵

M
24

産
業
3
次

建
築
物

１

25
7
中
野
家
住
宅
門
及
び
塀

T
後
期

産
業
3
次

工
作
物

１

25
8
旧
西
野
家
住
宅
（徳
島
県
立
阿
波
十
郎
兵
衛

屋
敷
）辰
巳
（た
つ
み
）座
敷

E
末
期
／
S2
9移
築

文
化
福
祉

建
築
物

２

25
9
旧
西
野
家
住
宅
（徳
島
県
立
阿
波
十
郎
兵
衛

屋
敷
）長
屋
門

安
政
2(
18
55
)
／

S
29
移
築

文
化
福
祉

建
築
物

１

26
0
立
江
寺
（た
つ
え
じ
）多
宝
塔

徳
島
県
小
松
島
市

T
12

四
国
霊
場
十
九
番
札
所
の
境
内
南
方
に
建
つ
多
宝
塔
。
板
支
輪
や
腰
組
蟇
股
を
彫
刻
で
飾
っ
た
近
代
の
多
宝
塔
。

宗
教

建
築
物

１

26
1
旧
髙
橋
家
住
宅
主
屋

S
２
６
頃
／
H
8改
修

住
宅

建
築
物

１

26
2
旧
髙
橋
家
住
宅
離
れ

S
3頃
／
H
14
改
修

住
宅

建
築
物

２

26
3
旧
髙
橋
家
住
宅
表
門

S
26
頃

住
宅

工
作
物

１

26
4
旧
髙
橋
家
住
宅
石
垣
及
び
土
塀

E
後
期
／
S
3
頃
増

築
住
宅

工
作
物

１

26
5
旧
髙
橋
家
住
宅
井
戸

文
政
10
(1
82
7)

住
宅

工
作
物

３

愛
媛
県
喜
多
郡
内
子

町
小
田
川
西
岸
の
高
台
に
位
置
す
る
旧
家
の
屋
敷
。
主
屋
、
離
れ
、
井
戸
を
配
し
、
表
門
と
こ
れ
ら
を
囲
う
石
垣
及
び
土
塀
か
ら
な
る
。

主
屋
は
昭
和
26
年
に
軸
部
を
取
替
え
改
修
。
伝
統
的
な
外
観
を
残
し
つ
つ
接
客
空
間
を
充
実
し
た
戦
後
の
和
洋
折
衷
住
宅
の
様

相
を
伝
え
る
。
離
れ
は
二
階
南
の
続
き
間
座
敷
は
西
と
南
の
窓
か
ら
小
田
川
を
望
み
、
床
框
な
ど
銘
木
を
用
い
た
上
質
な
つ
く
り
。

表
門
は
腕
木
門
。
正
面
石
段
と
と
も
に
旧
家
の
表
構
え
を
形
成
す
る
表
門
。
石
垣
及
び
土
塀
は
出
隅
を
算
木
積
と
し
た
石
垣
上
部

に
土
塀
を
建
て
、
旧
家
の
重
厚
な
屋
敷
構
え
を
つ
く
る
。
井
戸
は
花
崗
岩
枠
石
を
相
欠
と
し
て
井
桁
に
組
ん
だ
丁
寧
な
つ
く
り
。

広
島
県
三
次
市
（み
よ

し
し
）

石
見
銀
山
街
道
の
吉
舎
（
き
さ
）
宿
に
あ
る
真
宗
寺
院
。
東
面
し
て
建
つ
本
堂
の
東
南
に
鐘
楼
、
山
門
を
配
す
る
。
本
堂
は
東
京
の

両
国
に
あ
っ
た
松
井
角
平
事
務
所
設
計
の
慈
光
院
本
堂
を
移
築
し
た
も
の
。
七
間
堂
で
外
陣
は
土
間
を
コ
の
字
に
廻
ら
し
た
斬
新

な
平
面
と
す
る
良
質
な
近
代
和
風
の
本
堂
。
鐘
堂
は
基
壇
上
に
建
つ
一
間
四
方
入
母
屋
造
り
。
三
斗
を
組
み
、
中
備
は
蟇
股
、
軒

は
一
軒
繁
垂
木
。
山
門
は
四
脚
門
。
冠
木
の
上
方
に
前
後
の
控
柱
を
繋
ぐ
頭
貫
を
通
し
た
特
異
な
形
式
。
通
り
に
面
し
て
建
ち
、
地

域
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。

山
口
県
長
門
市

赤
間
関
街
道
の
古
市
（ふ
る
い
ち
）
に
あ
る
呉
服
商
の
屋
敷
。
道
に
南
面
し
て
店
舗
兼
主
屋
を
建
て
、
南
北
に
長
い
敷
地
に
内
蔵
、

離
れ
、
茶
室
、
穀
物
蔵
、
米
蔵
、
衣
装
蔵
を
配
し
、
敷
地
東
辺
に
門
及
び
塀
を
建
て
る
。
主
屋
は
、
南
半
を
広
い
土
間
と
し
、
上
部
吹

抜
周
囲
に
廊
下
を
廻
ら
し
、
洋
品
店
時
の
陳
列
棚
を
並
べ
る
。
間
口
長
大
で
、
街
道
沿
い
の
歴
史
的
な
景
観
の
核
と
な
る
町
家
。
内

蔵
は
商
品
や
家
財
道
具
を
収
納
す
る
土
蔵
。
内
部
は
各
階
一
室
の
板
敷
。
離
れ
は
賓
客
用
の
座
敷
棟
。
北
西
に
昭
和
4
年
頃
増

築
の
三
階
建
の
洋
風
望
楼
が
建
ち
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在
。
茶
室
は
四
畳
半
で
庭
に
面
し
開
口
多
く
、
開
放
的
な
つ
く

り
。
穀
物
蔵
は
外
壁
を
漆
喰
塗
仕
上
と
し
腰
を
石
張
。
米
蔵
は
内
部
を
一
室
の
板
敷
と
し
壁
は
縦
板
張
。
衣
装
蔵
は
米
蔵
と
並
び
建

ち
、
敷
地
北
西
の
景
観
を
つ
く
る
。
門
は
薬
医
門
で
、
簡
素
な
つ
く
り
な
が
ら
塀
と
一
体
と
な
っ
て
敷
地
東
辺
の
構
え
を
整
え
る
。

徳
島
県
徳
島
市

吉
野
川
河
口
の
川
内
の
角
地
に
位
置
し
、
元
藍
商
屋
敷
か
ら
移
築
し
た
座
敷
と
長
屋
門
。
辰
巳
座
敷
は
、
東
は
土
間
、
西
は
2
1畳

の
座
敷
で
、
床
廻
り
に
は
銘
木
を
用
い
た
上
質
な
意
匠
。
長
屋
門
は
扉
板
な
ど
良
材
を
用
い
、
格
式
あ
る
表
構
え
で
辰
巳
座
敷
と
と

も
に
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。

岡
山
県
井
原
市

小
田
川
西
岸
の
角
地
に
位
置
す
る
造
り
酒
屋
。
敷
地
東
寄
り
に
店
舗
兼
主
屋
を
建
て
、
北
に
離
れ
と
内
蔵
、
東
に
蔵
、
西
に
東
西

の
仕
込
蔵
を
建
て
る
。
店
舗
兼
主
屋
は
外
壁
は
漆
喰
塗
り
で
二
階
腰
に
海
鼠
壁
を
廻
ら
す
。
中
央
北
寄
り
は
石
敷
の
通
り
土
間
と
し

た
間
口
長
大
な
建
物
。
離
れ
座
敷
は
東
西
二
室
と
し
、
東
室
は
北
辺
に
床
と
違
棚
を
備
え
た
座
敷
で
上
質
な
離
れ
。
内
蔵
は
家
財

蔵
、
蔵
は
米
蔵
及
び
家
財
蔵
で
外
壁
は
漆
喰
仕
上
で
い
ず
れ
も
小
規
模
な
が
ら
通
り
に
面
し
、
歴
史
的
な
景
観
を
つ
く
る
。
東
仕
込

蔵
は
二
階
建
切
妻
造
の
南
北
棟
で
、
北
妻
の
西
寄
り
に
試
験
室
を
張
り
出
す
。
西
仕
込
蔵
は
南
に
増
築
棟
を
延
ば
し
、
全
体
で
長

大
な
外
観
を
呈
す
る
。
大
規
模
な
姿
が
造
り
酒
屋
の
景
観
を
つ
く
る
。
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

26
6
旧
森
田
家
住
宅
主
屋

M
後
期

住
宅

建
築
物

２

26
7
旧
森
田
家
住
宅
土
蔵

M
後
期
／
T
後
期

増
築

住
宅

建
築
物

１

26
8
旧
森
田
家
住
宅
表
門

M
後
期

住
宅

工
作
物

１

26
9
旧
森
田
家
住
宅
塀
重
門

M
後
期

住
宅

工
作
物

１

27
0
旧
森
田
家
住
宅
脇
門

M
後
期

住
宅

工
作
物

１

27
1
旧
森
田
家
住
宅
土
塀

M
後
期

住
宅

工
作
物

１

27
2
八
名
（や
な
）家
住
宅
（旧
庄
野
家
住
宅
）主
屋

T
12
頃

住
宅

建
築
物

２

27
3
八
名
家
住
宅
（旧
庄
野
家
住
宅
）離
れ

T
12
頃

住
宅

建
築
物

２

27
4
河
野
（か
わ
の
）家
住
宅
（旧
池
本
家
住
宅
）主

屋
M
前
期
／
S
52
・

H
31
改
修

槻
田
川
（
つ
き
だ
が
わ
）
上
流
の
農
村
集
落
に
位
置
す
る
農
家
の
主
屋
。
三
本
溝
の
敷
鴨
居
や
簀
子
天
井
な
ど
古
式
を
残
す
。
大

き
な
茅
葺
屋
根
が
地
域
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。

住
宅

建
築
物

１

27
5
旧
國
武
合
名
会
社
綿
糸
部
店
舗
及
び
倉
庫

T
11
／
S
前
期
、

H
27
改
修

産
業
2
次

建
築
物

１

27
6
旧
國
武
合
名
会
社
倉
庫

M
後
期

産
業
2
次

建
築
物

１

27
7
九
州
建
具
木
工
所
倉
庫

福
岡
県
大
川
市

S
31
／
H
元
頃
改

修
筑
後
川
河
口
の
大
川
に
位
置
す
る
木
工
所
の
倉
庫
。
正
面
は
前
面
に
迫
出
し
パ
ラ
ペ
ッ
ト
を
立
上
げ
る
。
モ
ダ
ン
な
外
観
が
戦
後

の
木
工
業
の
繁
栄
を
物
語
る
。

産
業
2
次

建
築
物

１

27
8
観
世
音
寺
宝
蔵

福
岡
県
太
宰
府
市

S
34
／
S
36
・
H
21

改
修

大
宰
府
政
庁
跡
に
近
い
観
世
音
寺
境
内
に
建
つ
文
化
財
収
蔵
展
示
施
設
。
設
計
は
伊
藤
要
太
郎
。
防
湿
・
防
熱
効
果
を
高
め
る

た
め
ピ
ロ
テ
ィ
と
二
重
壁
を
採
用
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
。
端
正
か
つ
優
美
な
戦
後
の
和
風
建
築
。

宗
教

建
築
物

２

27
9
旧
松
野
家
住
宅
(野
口
家
住
宅
)主
屋

M
42
頃

住
宅

建
築
物

２

28
0
旧
松
野
家
住
宅
(野
口
家
住
宅
)小
屋

M
前
期

住
宅

建
築
物

２

28
1
旧
松
野
家
住
宅
(野
口
家
住
宅
)門
柱
及
び
石

垣
T
前
期

住
宅

工
作
物

１

28
2
旧
松
野
家
住
宅
(野
口
家
住
宅
)取
水
池

T
前
期
／
S
40
頃
改

修
住
宅

工
作
物

３

28
3
堤
内
家
住
宅
主
屋

T
後
期

住
宅

建
築
物

１

28
4
堤
内
家
住
宅
門
及
び
石
塀

E
後
期
／
T
後
期

住
宅

工
作
物

１

28
5
商
工
ク
ラ
ブ
店
舗

熊
本
県
熊
本
市

M
23
／
R
2改
修

熊
本
城
跡
の
南
西
の
市
街
地
に
位
置
す
る
料
亭
。
入
母
屋
造
り
玄
関
を
付
し
、
二
階
は
連
窓
前
面
に
手
擦
を
廻
ら
し
窓
上
に
庇
を

付
す
。
近
代
の
熊
本
城
下
の
賑
わ
い
を
伝
え
る
料
亭
。

産
業
3
次

建
築
物

１

28
6

長
谷
川
家
住
宅
主
屋

熊
本
県
宇
城
市

M
16
／
T
8
・
S
2
頃

増
築
、
同
50
頃
改

修

砂
川
右
岸
に
位
置
し
製
糸
業
を
営
ん
だ
商
家
の
主
屋
。
か
つ
て
は
一
階
西
下
手
の
板
間
を
荷
造
所
、
二
階
を
女
子
寮
と
し
て
使
用

し
、
地
域
の
製
糸
業
の
歴
史
を
伝
え
る
。

産
業
2
次

建
築
物

１

28
7
沖
縄
ホ
テ
ル
旅
館
棟

S
36
／
H
5改
修

産
業
3
次

建
築
物

２

28
8
沖
縄
ホ
テ
ル
レ
ン
ガ
棟

S
24
頃

産
業
3
次

建
築
物

３

28
9
沖
縄
ホ
テ
ル
大
道
門
（う
ふ
ど
ー
も
ん
）

S
36

産
業
3
次

工
作
物

１

29
0
沖
縄
ホ
テ
ル
瓦
石
垣

S
36

産
業
3
次

工
作
物

１

沖
縄
県
那
覇
市

安
里
（
あ
さ
と
）
駅
北
東
の
市
街
地
に
位
置
す
る
昭
和
戦
前
か
ら
続
く
ホ
テ
ル
。
敷
地
内
に
レ
ン
ガ
棟
、
旅
館
棟
を
配
し
、
大
道
門
を

道
か
ら
引
き
込
ん
で
建
て
、
敷
地
周
囲
に
瓦
石
垣
を
巡
ら
す
。
い
ず
れ
も
設
計
は
仲
座
久
雄
。
旅
館
棟
は
窓
に
庇
を
廻
ら
し
、
中
空

ブ
ロ
ッ
ク
で
飾
っ
た
壁
面
や
バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど
、
仲
座
ら
し
い
特
徴
を
示
す
。
レ
ン
ガ
棟
は
一
階
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
煉
瓦
積

を
化
粧
で
現
し
、
二
階
は
煉
瓦
造
と
し
た
混
構
造
。
戦
後
沖
縄
に
お
け
る
ホ
テ
ル
発
祥
の
遺
例
と
し
て
希
少
。
大
道
門
は
一
間
腕
木

門
形
式
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
沖
縄
の
伝
統
建
築
の
意
匠
で
、
戦
後
沖
縄
を
代
表
す
る
ホ
テ
ル
入
口
を
飾
る
。
瓦
石
垣
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
壁
体
に
琉
球
石
灰
岩
を
積
み
、
屋
根
は
琉
球
赤
瓦
で
葺
く
。
ホ
テ
ル
の
表
構
え
を
整
え
る
。

福
岡
県
久
留
米
市

久
留
米
旧
城
下
に
位
置
す
る
久
留
米
絣
製
造
販
売
業
の
旧
店
舗
及
び
倉
庫
と
倉
庫
。
大
正
1
1年
建
築
の
旧
店
舗
は
角
地
に
建
ち

北
に
昭
和
前
期
改
修
の
倉
庫
を
接
続
す
る
。
旧
店
舗
は
腕
木
を
重
ね
た
出
桁
（
だ
し
げ
た
）
庇
を
廻
ら
す
豪
壮
な
外
観
と
し
、
旧
倉

庫
は
西
妻
に
社
標
を
掲
げ
て
ア
ク
セ
ン
ト
と
す
る
。
旧
商
品
庫
の
倉
庫
は
鉱
滓
煉
瓦
を
用
い
た
木
骨
煉
瓦
造
。
正
面
ア
ー
チ
に
社

標
を
掲
げ
、
地
域
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。

佐
賀
県
佐
賀
市

佐
賀
市
街
地
北
方
の
和
紙
産
地
の
名
尾
に
位
置
す
る
地
主
の
屋
敷
。
敷
地
内
に
主
屋
、
小
屋
、
取
水
池
、
こ
れ
ら
を
囲
う
門
柱
と

石
垣
を
配
す
る
。
主
屋
は
入
母
屋
造
り
屋
根
を
直
交
し
、
全
体
に
矩
折
れ
の
平
面
と
す
る
。
式
台
や
拭
漆
塗
仕
上
と
し
た
仏
間
な

ど
、
随
所
に
家
格
を
示
す
設
え
を
備
え
る
。
小
屋
は
座
敷
と
物
置
か
ら
な
る
建
物
で
、
座
敷
は
青
年
組
の
宿
に
も
利
用
す
る
な
ど
当

地
域
の
習
俗
を
示
す
上
で
も
貴
重
。
石
垣
は
出
隅
部
を
鎬
積
と
し
、
石
垣
と
の
取
合
や
端
部
の
納
ま
り
な
ど
取
水
池
も
、
石
材
加
工

技
術
の
高
さ
を
示
す
。

長
崎
県
島
原
市

島
原
城
跡
三
の
丸
南
東
部
に
位
置
す
る
住
宅
の
主
屋
と
門
及
び
石
塀
。
主
屋
は
東
南
庭
に
面
し
て
部
屋
を
雁
行
し
て
並
べ
て
縁

を
廻
ら
す
。
座
敷
の
書
院
は
組
子
を
用
い
た
繊
細
な
つ
く
り
。
門
は
表
面
は
粗
い
割
石
仕
上
。
石
塀
は
江
戸
後
期
の
建
築
。
出
隅

に
反
り
を
付
け
通
り
に
面
し
旧
城
下
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。

高
知
県
香
南
市

高
知
平
野
東
部
の
農
村
集
落
に
位
置
す
る
郷
士
格
の
旧
家
の
屋
敷
。
主
屋
の
北
西
に
土
蔵
を
配
し
、
敷
地
南
辺
に
表
門
と
脇
門

を
建
て
,敷
地
内
に
塀
重
門
と
土
塀
を
配
す
。
主
屋
は
南
面
中
央
に
入
母
屋
屋
根
を
重
ね
た
式
台
玄
関
を
突
出
。
座
敷
境
に
大
振

り
な
欄
間
彫
刻
を
飾
り
、
縁
側
下
屋
に
丸
太
の
化
粧
桁
を
用
い
る
な
ど
豪
壮
な
つ
く
り
。
家
財
蔵
の
土
蔵
は
水
切
瓦
を
廻
し
て
上
部

に
鉢
巻
を
付
し
、
地
域
性
豊
か
な
土
蔵
。
表
門
は
屋
根
は
起
り
の
あ
る
薬
医
門
で
木
太
く
豪
壮
な
門
。
塀
重
門
は
小
規
模
な
一
間

一
戸
の
棟
門
。
脇
門
は
薬
医
門
で
、
木
柄
細
く
全
体
に
簡
易
な
門
。
土
塀
は
式
台
玄
関
の
東
西
脇
に
廻
り
、
全
体
で
枡
形
状
経
路

を
つ
く
り
武
家
風
の
構
え
を
形
成
す
る
。

福
岡
県
北
九
州
市

門
司
駅
東
方
の
住
宅
地
に
位
置
す
る
退
役
海
軍
少
佐
の
住
宅
の
主
屋
と
離
れ
。
主
屋
は
和
洋
折
衷
住
宅
で
、
洋
室
の
外
壁
は
下

見
板
張
で
内
部
は
蛇
腹
付
の
漆
喰
天
井
に
中
心
飾
を
備
え
た
本
格
的
な
も
の
。
離
れ
は
繊
細
な
組
子
を
用
い
た
欄
間
や
付
書
院

な
ど
洗
練
さ
れ
た
つ
く
り
。
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名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
等

種
別

種
別

基
準

注 建
設
年
代
：E
は
江
戸
、
M
は
明
治
、
T
は
大
正
、
Sは
昭
和
、
H
は
平
成
、
R
は
令
和
の
略
。

種
別
：土
木
は
土
木
構
造
物
、
工
作
物
は
そ
の
他
工
作
物
の
略
。

基
準
：1
は
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
、
2は
造
形
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
3は
再
現
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
も
の
。
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